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モデル

モモモデデデルルル
コココンンントトトロロローーー
ラララーーー

コココンンントトトロロローーー
ラララーーー
シシシリリリーーーズズズ

説説説明明明 アアアプププリリリケケケーーータタターーーののの最最最大大大電電電圧圧圧出出出力力力

24Z098 F ProBell静電コントローラー、溶剤
媒介

100 kV

24Z099 F ProBell静電コントローラー、水媒介 60 kV

認認認可可可ささされれれたたたシシシススステテテムムムコココンンンポポポーーーネネネンンントトト
特定の静電コントローラー、アプリケーターのモデル、電源ケーブルを揃えて使用する必要がありま
す。互換性のあるモデルについては、下の表を参照してください。

モデル 静電コント
ローラー

電源供給ケーブル 製品タイプ システム
の承認:

17J586

17J588

RxAxx0 24Z098

17J589

溶剤媒介

17J586

17J588

RxAxx8 24Z099

17J589

水媒介　

静電コントローラーには次の様な追加承認があ
ります。 関関関連連連ののの説説説明明明書書書

説説説明明明書書書番番番
号号号

説説説明明明

334452 ProBell® ロータリーアプリケーター、
指示/パーツ

334626 ProBell® ロータリーアプリケーター、
ホローリスト式、指示/パーツ

3A3953 ProBell® 速度コントローラー

3A3954 ProBell® エアコントローラー

3A3955 ProBell® システムロジックコントロー
ラー

3A4232 ProBell® カートシステム

3A4346 ProBell® ホース束キット

3A4384 ProBell® システム CGM 設置キット

3A4738 ProBell® 反射型速度センサーキット

3A4799A ProBell® エアフィルターキット
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警告

警警警告告告
以下の警告は、本装置の設定、使用、接地、保守、および修理に関するものです。感嘆符のシンボルは一
般的な警告を行い、危険シンボルは手順特有の危険性を知らせます。これらの記号が、本取扱説明書
の本文または警告ラベルに表示されている場合には、戻ってこれらの警告を参照してください。この
セクションにおいて扱われていない製品固有の危険シンボルおよび警告が、必要に応じて、この取扱
説明書の本文に示されている場合があります。

警警警告告告
感感感電電電ののの危危危険険険性性性
本装置は必ず接地してください。不適切な接地、セットアップまたはシステムの使用に
より感電を引き起こす場合があります。

• ケーブル接続を外したり、装置の整備または設置を開始する前にメインスイッチの電源
をオフにし、電源を抜きます。

• 接地された電源にのみ接続してください。
• すべての電気配線は資格を有する電気技師が行う必要があります。ご使用の地域に
おけるすべての法令に従ってください。

水水水媒媒媒介介介シシシススステテテムムムののの場場場合合合:::

• アプリケーターは、使用中でないときにシステムの電圧を放電する電圧絶縁システ
ムに接続します。

• 高電圧を帯電する電圧絶縁システムのすべてのコンポーネントは、システムの放電が行わ
れないうちに担当者が高電圧のコンポーネントと接触することがないようにするための、
絶縁エンクロージャー内に収納されている必要があります。

• システムの清掃、洗浄、サービスを行うとき、アプリケーター前面にアクセスすると
き、および絶縁流体供給装置の絶縁エンクロージャーを開けるときなど、電圧を放電
させるように指示されたときには、アプリケーター説明書の圧力解放手順、電圧放電
手順に従ってください。

• すべての高電圧装置の電圧が放電されるまで、高電圧区域または危険区域に立ち入ら
ないでください。

• 操作中はアプリケーターに触れたりスプレーエリアに立ち入ったりしないようにして下さ
い。アプリケーター説明書の圧力開放手順、電圧放電手順に従ってください。

• 静電コントローラーは電圧絶縁システムとインターロックして、絶縁システムのエンク
ロージャーを開けたときには静電気が遮断されるようにしてください。

• 流体用ホースは継ぎ合わせないでください。絶縁流体供給システムとアプリケーターの間
は、1 本の途切れない Graco 水媒介流体用ホースでつないでください。
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警告

警警警告告告
火火火災災災ととと爆爆爆発発発ののの危危危険険険性性性

作作作業業業場場場に、溶剤や塗料の蒸気のような可燃性の蒸気が存在すると、火災や爆発の原因となる
ことがあります。システムを通って流れているペンキや溶剤は静電火花の原因となることが
あります。火災や爆発を防ぐには、以下の点に注意してください。

• 静電装置は、訓練を受けた有資格の、本取扱説明書の要求事項を理解している要員の
みが使用してください。

• 作業場またはその付近にあるすべての装置、作業員、スプレー対象物、および導電性
物体を接地してください。抵抗が 1 メガオームを超えない必要があります。接接接地地地の説
明を参照してください。

• 導電性で接地されていない限り、ペールライナーを使用しないでください。
• 常に要求されるアーク検出設定を使用し、アプリケーターとワークの間に少なくとも
152mm(6 inch)の安全距離を維持して下さい。

• 静電気火花が生じた場合、アーク検出エラーが繰り返し起きた時は、操操操作作作ををを直直直ちちちににに停停停止止止ししし
てててくくくだだださささいいい。お客様が問題を特定し、解決するまで、機器を使用しないでください。　

• アプリケーターの電気抵抗と電気接地を毎日確認してください。
• 装置は、充分に換気された場所でのみ使用し、清掃してください。
• 洗浄、清掃、または整備を行う時は、必ず静電気をオフにして放電を行ってください。
• 表示灯やタバコの火、懐中電灯および樹脂製シート (静電アークが発生する恐れのあるも
の) などのすべての着火源は取り除いてください。

• 引火性の気体が充満している場所で、プラグの抜き差しや電気のスイッチのオン/オ
フはしないでください。

• スプレーする場所は、常にきれいな状態に保ってください。非放電工具を使用して、ブー
スとハンガーにある残留物を清掃します。

• 作業場には消火器を用意してください。
• 換気流が最小の必要な値を確保できない限り、ガンが稼動することを防止するために、ガ
ンへの給気装置と液体供給装置をインターロックしてください。

• 空気フローが最低値以下にまで下がった時には運転停止になるよう、静電コントローラー
及び液体供給とブースの換気システムの間にインターロックをかけて下さい。地域の
規制に従ってください。

溶溶溶剤剤剤媒媒媒介介介シシシススステテテムムムのののみみみ

グループ IIA またはグループ D 材料のみを使用してください。

• 装置を洗浄または清掃する際は、可能な限り最高の発火点を持つ洗浄溶剤を使用します。
• 装置の外側を洗浄する溶剤の発火点は、周囲温度より少なくとも 15°C (59°F) 上回って
いる必要があります。非引火性の液体をお勧めします。

水水水媒媒媒介介介シシシススステテテムムムのののみみみ:::

燃焼防止のため以下のいずれかの条件を満たす導電性の水媒介液を使って下さい:

• 流体混合物の継続燃焼の標準テスト方法である ASTM D4206 に従って、この材料は継続
的に燃焼しない。

• 材質がEN 50176.の定義に基づき非着火性又は難着火性に分類される。
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警告

警警警告告告
装装装置置置誤誤誤用用用ののの危危危険険険性性性

誤用は死あるいは重篤な怪我の原因となります。

• 常に゜説明書に記載の情報全てを順守して運転を行って下さい。
• • 疲労しているとき、薬物を服用した状態、または飲酒状態で装置を操作しないでく
ださい。

• システム内で耐圧または耐熱定格が最も低い部品の、最高使用圧力または最高使用温度を
超えないようにしてください。すべての機器取扱説明書の技技技術術術仕仕仕様様様を参照してください。

• 装置の接液部品に適合する液体または溶剤を使用してください。すべての機器取扱説明書
の技技技術術術仕仕仕様様様を参照してください。液体および溶剤製造元の警告も参照してください。使用
している化学物質に関する詳しい情報については、販売代理店または小売店から安全デー
タシート (SDS) を取り寄せてください。

• 装置を使用していない場合は、すべての装置の電源を切断し、 圧圧圧力力力開開開放放放手手手順順順に従っ
てください。

• 毎日、装置を点検してください。メーカー純正の交換用部品のみを使用し、磨耗また
は破損した部品を直ちに修理または交換してください。

• 装置を改造しないでください。装置を改造すると、機関の承認を無効にし、安全上の
問題が生じる場合があります。

• すべての装置が、それらを使用する環境用に格付けおよび承認されていること確認し
てください。

• 装置を定められた用途以外に使用しないでください。詳しくは販売代理店にお問い
合わせください。

• ホースとケーブルを通路、鋭角のある物体、可動部品、加熱した表面などに近づけ
ないでください。

• ホースをネジったり、過度に曲げたり、ホースを引っ張って装置を引き寄せたりし
ないでください。

• 子供や動物は作業場に近づけないでください。
• 適用されるすべての安全に関する法令に従ってください。

作作作業業業者者者ののの安安安全全全保保保護護護具具具
作業場にいる際、目の怪我、難聴、毒性ガスの吸引、および火傷を含む大怪我から自身を守
るために、適切な保護具を身につける必要があります。この保護具は以下のものを含みます
が、必ずしもこれに限定はされません。

• 保護めがねと耳栓。
• 流体および溶剤の製造元が推奨する呼吸マスク、保護服および手袋
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はじめに

はははじじじめめめににに
これは塗装システムの一部としての、ProBellロー
タリーアプリケーターの制御専用に設計されてい
ます。

コントローラーがアプリケーターの電源に電力を
送ると、電圧はコントローラーで設定されたレベ

ルまで上がります。流体はアプリケーターにより
電気を帯びます。帯電した流体は、最も近くにあ
る接地された物体に引き付けられ、その表面全体
を覆い、均等にコーティングします。

コココンンントトトロロローーーラララーーーののの機機機能能能とととオオオプププシシショョョンンン
• 溶剤媒介モデルに対しては 100 kV、水媒介モ
デルに対しては 60 kV までの、電圧範囲全体に
対応しています。

• コントローラーはカート又は壁面に取り付ける
ことができます。 取り付け, page 16を参照し
てください。

静電コントローラーには次の機能があります。

• 電圧と電流の表示と設定。
• スプレープリセットの作成と保存。

• ディスクリート I/O 又はGraco CANによってアプ
リケーターの静電気をリモート操作する機能。

コントローラーには 3 系統のインターロックが
あります。コントローラーを操作するには、これ
らのインターロックの条件が満たされている必要
があります。スプレーシステムを適切にインター
ロックすることに関する国、州、および地域のすべ
ての法令を確認し、それらを遵守してください。
その他のインターロックが必要なことがありま
す。インターロック, page 7 を参照してください。

設設設置置置

イイインンンタタターーーロロロッッッククク

システムを安全に操作するためには、インター
ロックが必要です。コントローラーは内部または
外部の信号により、監視しているインターロック
条件が、システムを操作しても安全な状態である
ことを確認します。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーととと溶溶溶剤剤剤トトトリリリガガガーーー:::静電気がオ
ンの時に溶剤が流れないよう、インターロック
をかけて下さい。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーとととスススプププレレレーーー部部部位位位ののの全全全ドドドアアア///開開開
口口口部部部:::中に入れる時は静電気がオフになるように
インターロックをかけて下さい。

• コココンンンベベベアアアととと塗塗塗料料料トトトリリリガガガーーー///静静静電電電気気気:::コンベアが動き
を停止したら、ロータリーアプリケーターがス
プレーを停止し、静電気がオフになるよう、イ
ンターロックをかけて下さい。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーととと換換換気気気フフファァァンンン:::換気エアフ
ローが最低要求値より下がったら、静電気がオフ
になるよう、インターロックをかけて下さい。
ご使用の地域の法令に従ってください。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーととと液液液体体体供供供給給給:::コントローラー
が故障したら液体供給が遮断されるよう、イン
ターロックをかけて下さい。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーととと防防防火火火シシシススステテテムムム自動消火シ
ステムが起動したら静電気がオフになるように
インターロックをかけて下さい。インターロッ
クの機能は6ヶ月ごとに点検して下さい。

• 静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーーととと水水水媒媒媒介介介絶絶絶縁縁縁シシシススステテテムムム(((水水水媒媒媒
介介介シシシススステテテムムム用用用):):):絶縁エンクロージャーに入れる
時は常に、静電気がオフになるようにインター
ロックをかけて下さい。インターロックの機能
は毎週点検します。

次の表は、インターロックごとの、静電コント
ローラーの使用方法を示しています。表にはまた、
要件を別の方法で満たすことができる場合に、イ
ンターロックをバイパスする方法についても説明
しています。

コントローラーのインターロックを使用しなくて
もすむような、他の形式のインターロックが実装
されている場合には、コントローラーのインター
ロックは無効にすることができます。

3A4881F 7



設置

TableTableTable 111 静静静電電電イイインンンタタターーーロロロッッッククク情情情報報報

インター
ロック

ピン 説明

システムイ
ンターロッ
ク

入力電源
コード、ピ
ン 3 (ワイ
ヤー 3 )

静電気をアクティブにするには、入力電源接続のピン 3 にライン電圧をかけ
ることが必要です。接続, page 19の手順 2 を参照してください。このピンを
用いて、ライン電力で安全インターロック装置に接続することができます。

必要でない場合には、ワイヤー 3 を入力電源コードのライン電圧に接続す
ることにより、インターロックをバイパスすることができます。システム
インターロックの条件が満たされている場合には、コントローラーの画面
に のアイコンが表示されます。 画面の各エリア, page 39.を参照
してください。

24VDC イ
ンターロッ
ク

ディスク
リート I/O
ケーブル、
ピン 19

静電気をアクティブにするには、ディスクリート I/O ケーブル接続のピン 19
に 24VDC をかけることが必要です。このピンは、コントローラーへの換気
インターロック信号など、外部のデバイスに接続するために使用することが
できます。入力信号は次の通りです:

0 (0VDC または接地):インターロックの条件は満たされていません。静
電気は無効になります。
1 (24VDC): インターロックの条件は満たされています。この入力によ
り、静電気のアクティブ化のロックは解除されます。

必要でない場合には、ピン 19 に 24VDC の定電圧をかけてください。また
はコントローラーのインターロックの無効化, page 9 を参照してください:

ディスプレイ画面にシンボル A9 が表示されて ( 画面の各エリア, page 39を
参照してください)、この信号の条件が満たされていることを示します。

安全位置イ
ンターロッ
ク

ディスク
リート I/O
ケーブル、
ピン 18

静電気をアクティブにするには、ディスクリート I/O ケーブル接続のピン 18
に 24VDC をかけることが必要です。アプリケーターが安全位置にある場
合にのみ電圧をかけてください。安全位置モード, page 31を参照してくだ
さい。静電気がオンになっている場合に、このピンへの 24VDC 入力を除
くと、静電気は無効になります。

0 (0VDC または接地):インターロックの条件は満たされていません。静
電気がオフになっている場合には、静電気は無効になります。静電気が
オンになっている場合には、静電気の状態に変更はありません。
1 (24VDC):インターロックの条件は満たされています。この入力によ
り、静電気のアクティブ化のロックは解除されます。

必要でない場合には、ピン 18 に 24VDC の定電圧をかけてください。また
はコントローラーのインターロックの無効化, page 9 を参照してください:

ディスプレイ画面にシンボル A10 が表示されて ( 画面の各エリア, page 39を
参照してください)、この信号の条件が満たされていることを示します。
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コココンンントトトロロローーーラララーーーのののイイインンンタタターーーロロロッッックククののの無無無効効効化化化

静電コントローラー以外の手段でシステムのイ
ンターロックの要件を満たすことができる場合に
は、コントローラーのインターロックは無効にす
ることができます。

注注注意意意

コントロールボックスの整備中に回路基板の損
傷を避けるために、手首には部品番号 112190
接地ストラップを付けてください。各回適切に
接地を行います。

1. システムのインターロックを無効にするには、
コントローラーの入力電源コードの 3 番線を、
ライン電圧に接続します。ディスプレイ画面に
は のアイコンが表示されます。

2. コントローラーから電源を外します。
3. 4 本のネジを外して、アクセスカバーを取り

外します。

4. メインボードのインターロックスイッチの場
所を確認します。スイッチを ON 位置にする
と、インターロックの条件は満たされているも
のと見なされます。　

スイッチ 1は 24VDC インターロックです (ディ
スクリート I/O ケーブルのピン 19)。スイッチ
2 は安全位置インターロックです (ディスク
リート I/O ケーブルのピン 18)。

ディスプレイ画面の A9 と A10 に記号が表示
されていれば ( 画面の各エリア, page 39を参
照してください)、これらの信号の条件は満た
されてます。

O
N

 G
OH

O2

インターロックスイッチはオフの位置で表示さ
れています。
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設設設置置置のののオオオプププシシショョョンンン

設置の詳細は、システムの要件に応じて幅広く変化
します。このセクションでは、3 種類の典型的な設
置について説明します。これらは、実際のシステム
設計を表したものではありません。特定のニーズ
に合ったシステムを設計する点で支援が必要な場
合は、Graco 販売代理店にお問い合わせください。

本装置の取り付けとサービスでは、適切に作業
を実施しないと火災、爆発、感電またはその他
の重大な人身事故を引き起こす可能性のある部
品の操作が必要となります。

• 訓練を受けて適切な資格を持っていない場
合、本装置の取り付けと整備は行わないでくだ
さい。

• 設置方式においてクラス I、ディビジョン 1、
またはグループ II、ゾーン 1 の危険箇所での電
気機器設置に関する国、州、地域レベルでの法
令が守られていることを確認してください。

• すべての地域、州、国、および防火、電気、
および他の安全に関する適用法令を遵守して
ください。
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統統統合合合しししななないいい場場場合合合

統合しない設置の典型的な特徴は以下のとおり
です。

• ロータリーアプリケーター又は静電コントロー
ラーを統合なし。

• 静電コントローラーインターフェイスを使用す
る、ローカルな操作。

• アプリケーターの設置とは独立して管理される
インターロック。

火災や爆発の危険を小さくするために、換気エア
フローが必要最低値以上でない限りアプリケー
ターが運転できないよう、コントローラー (A) は
スプレーブースの換気ファンと電気的にインター
ロックされている必要があります。

非非非危危危険険険区区区域域域 危危危険険険区区区域域域

キキキーーー:::

AAA 静電コントローラー

BBB 静電コントローラーの
接地線

CCC 静電コントローラーの
電源コード

EEE 電源供給ケーブル

FFF ロータリーアプリケー
ター

JJJ 塗料供給ライン

KKK ダンプ戻りライン

LLL 溶剤供給ライン

MMM 液体供給(水媒体アプリ
ケーションでのみ必要
な分離装置)

NNN 液体供給の接地線

RRR エアライン

統合なしの場合の典型的な設置例
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基基基本本本的的的ななな統統統合合合ののの場場場合合合

基本的な統合による設置の典型的な特徴は以下の
とおりです。

• 基本的なアプリケーターとコントローラーの機
能の統合。

• コントローラーのインターロックの統合。
• 設定とエラー関連の機能はローカルに操作。

この例では、ディスクリート I/O ケーブルで利用可
能な 19 本の信号のうち 6 本を使用する、基本的な
統合を示しています。　

• プププリリリセセセッッットトトセセセレレレクククトトト 111 (((ピピピンンン 1)1)1) おおおよよよびびびプププリリリセセセッッットトト
セセセレレレクククトトト 222 (((ピピピンンン 2):2):2):プリセット P000 ～ P003 の
選択のために使用。例:プリセット P002 を選択
するには、ピン 2 に 24V を加え、ピン 1 は接地
するか無接続にします。

• リリリモモモーーートトト有有有効効効///無無無効効効 (((ピピピンンン 4):4):4):ディスクリートI/Oイ
ンターフェイス経由でリモートコントロールを
有効にするにはピン 4 に 24V を加えます。

• 静静静電電電気気気有有有効効効 (((ピピピンンン 5):5):5):ピン 5 に切り替え式電圧源
を接続すると、静電気をアクティブにする、ま
たはトリガーすることができます。

• 接接接地地地 (((ピピピンンン 888、、、121212、、、17):17):17):I/O 信号の接地基準電圧と
して使用します。

• イイインンンタタターーーロロロッッッククク:::必要なインターロッ
クのセットアップ方法の詳細について
は、インターロック, page 7 を参照してくださ
い。

火災や爆発の危険を小さくするために、換気エア
フローが必要最低値以上でない限りアプリケー
ターが運転できないよう、静電コントローラー
(A) はスプレーブースの換気ファンと電気的にイ
ンターロックされている必要があります。

非非非危危危険険険区区区域域域 危危危険険険区区区域域域 キキキーーーポポポイイインンントトト:::

AAA 静電コントローラー

BBB 静電コントローラーの
接地線

CCC 静電コントローラーの
電源コード

DDD ディスクリート I/O
ケーブル

EEE 電源供給ケーブル

FFF ロータリーアプリケー
ター

JJJ 塗料供給ライン

KKK ダンプ戻りライン

LLL 溶剤供給ライン

MMM 液体供給(水媒体アプリ
ケーションでのみ必要
な分離装置)

NNN 液体供給の接地線

基本的な統合の場合の典型的な設置例

PPP ディスクリート I/O 信
号

RRR エアライン
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PLCPLCPLC 統統統合合合ののの場場場合合合

PLC (プログラマブルロジックコントローラー) 統
合を行う場合の典型的な特徴は以下のとおりです。

• アプリケーターとコントローラーのすべての機
能を PLC で統合。

信号の詳しい説明について
は、 ディスクリート I/O, page 21を参照してく
ださい。

火災や爆発の危険を小さくするために、換気エア
フローが必要最低値以上でない限りアプリケー
ターが運転できないよう、静電コントローラー
(A) はスプレーブースの換気ファンと電気的にイ
ンターロックされている必要があります。

キキキーーー:::

AAA 静電コントローラー

BBB 静電コントローラーの接地線

CCC 静電コントローラーの電源コード

DDD CAN ケーブル

EEE 電源供給ケーブル

FFF ロータリーアプリケーター

GGG PLC通信プロトコルケーブル

HHH アプリケーターの接地線

JJJ 塗料供給ライン

KKK ダンプ戻りホース

LLL 溶剤供給ライン

MMM 液体供給(水媒体アプリケーションでのみ必要な分離装置)

NNN 液体供給の接地線

PPP PLC(速度コントローラーボックス内部のゲートウェイに接続)

RRR エアライン

TTT アドバンストディスプレイモジュール　

UUU エアコントローラー

VVV エアコントローラーの接地線

WWW 速度コントローラー

XXX 速度コントローラーの接地線

YYY 電源装置

ZZZ 電力供給電源コード
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非非非危危危険険険区区区域域域 危危危険険険区区区域域域

PLC 統合の場合の典型的な設置例
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設置前の手順

設設設置置置前前前ののの手手手順順順

スススプププレレレーーーブブブーーースススののの換換換気気気

アプリケーターの噴霧、洗浄、清掃時に可燃性
あるいは毒性の蒸気が溜まるのを防止するため
に、新鮮な空気で換気してください。換気流が
必要な基準以上の値を確保できない限り、アプ
リケーターを稼働しないようにしてください。

換気流が最小の必要な値を確保できない限り、ア
プリケーターが稼動するのを防止するために、換
気装置付き静電コントローラー(A)を電気的にイン
ターロックしてください。換気装置のインターロッ
クに接続するには、ディスクリート I/O ケーブルの
24 VDC インターロックピンを使用します。エア排
気速度の要件に関する国、州、および自治体の基
準を確認し、これを遵守してください。　

注注注:::排気装置の速度が速すぎると、静電システムの
稼動効率が低下します。　最低許容排気速度は 19
リニアメートル/分 (60 フィート/分) です。

ロロローーータタタリリリーーーアアアプププリリリケケケーーータタターーーののの取取取りりり
付付付けけけ

設置のための指示については、 ロータリーアプ
リケーター取扱説明書 (334452又は334626) を参
照してください。

絶絶絶縁縁縁エエエンンンクククロロローーージジジャャャーーーのののイイインンンタタターーー
ロロロッッッククク(((水水水媒媒媒介介介のののみみみ)))

感電の危険を小さくするために、静電コントロー
ラーと電圧絶縁システムをインターロックして、
絶縁システムのエンクロージャーが開けられたと
きには静電気が遮断されるようにしてください。

インターロックとその使用法の詳細について
は、インターロック, page 7 を参照してください。
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コントローラーのマウント

コココンンントトトロロローーーラララーーーのののマママウウウンンントトト

火災や爆発の危険を小さくするために、非危険
区域でのみ承認されている装置は、危険区域に
設置しないでください。

場場場所所所
静電コントローラーは非危険区域にのみ設置し
てください。

取取取りりり付付付けけけ
静電コントローラーはカート又は壁面に取り付
けることができます。

壁壁壁面面面マママウウウンンントトト (((フフフラララッッットトトパパパネネネルルル)))

コントローラーをマウントするための別の方法
は、切り欠きとマウント用の穴のあるパネルを使
用することです。
1. サイズ, page 77を参照してください。
2. マウント場所を決定します。その場所がマウン

ト用パネルとコントローラーを支えられること
を確認してください。

3. パネルに切り欠きを作り、コントローラーの
マウント用の穴を空けます。
a. コントローラーをパネルに取り付けるのに

2 本のコントローラー前面パネル用のネジ
を使用する場合には、パネルの穴にはネジ
山を立てる必要があります。または、パネ
ルで使用する PEM ナットなど、他の種類
のネジ山のついた固定部品を用意する必
要があります。

b. 代わりの固定具を使用する場合には、マウ
ント用の金物が既存のコントローラー前面
パネルのマウント用の穴を使用できるよう
に、コントローラーの前面カバーから通す
2 本のネジ山付の固定具は使用しないこと
にする必要があるかもしれません。

壁壁壁面面面マママウウウンンントトト (((マママウウウンンントトト用用用ブブブラララケケケッッットトト)))

コントローラーを平坦な壁にマウントするための、
オプションの壁面マウントブラケット (17H288)
が利用できます。

1. サイズ, page 77を参照してください。
2. マウント場所を決定します。壁がマウント用

ブラケットとコントローラーの重量を支えら
れるだけの強度を持っていることを確認して
ください。

3. 壁でのマウント用ブラケットの位置を決め、ブ
ラケットのプレートをテンプレートとしてマウ
ント用の穴の位置にしるしを付けます。

4. ドリルで穴を空け、壁にマウント用ブラケット
を取り付けます。

5. コントローラーを 2 本の 6 mmネジ (付属) で壁
面マウントブラケットに取り付けます。
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コントローラーのマウント

接接接地地地

静電アプリケーターの操作時に、スプレー作業
場の接地の行われていないすべての物体 (人、容
器、工具など) は、電気的に帯電している可能性
があります。不適切な接地によって、火災、爆
発、または感電の原因となる静電火花を引き起
こすことがあります。作業場またはその付近に
あるすべての装置、作業員、スプレー対象物、
および導電性物体を接地してください。下記の
接地手順に従ってください。

基本的な静電システムの最低接地条件は下記の通
りです。システムには、他にも接地の必要がある
装置や物体が含まれる可能性があります。接地手
順の詳しい説明については、地域の電気関連法令
を確認してください。システムは大地アースに接
続されている必要があります。

• ロータリーアプリケーター:電源ケーブルを正し
く接地された静電コントローラーに接続し、接
地ワイヤを大地アースに接続して、アプリケー
ターを接地します。

• カート:フレームを大地アースへ接続するには、
付属の接地ワイヤとクランプを使用します。

• エアコントローラー及び速度コントローラー:
カートに搭載していない場合は、接地ワイヤと
クランプを使って大地アースに接地します。

• 静電コントローラー:静電コントローラーを大地
アースへ接続するには、付属の接地ワイヤとク
ランプを使用します。

• ポンプ:別個のポンプ取扱説明書中に記載されて
いる方法に従って、接地線とクランプを接続す
ることによって、ポンプを接地します。

• 電圧絶縁システム (水媒介システムのみ):メー
カーが指示する接地手順に従って下さい。

• 流体用ホース (溶媒媒介システムのみ):ホースは
導電性レイヤーを通して接地されます。

• エアコンプレッサーと流体駆動源:製造元の推奨
に従って装置を接地してください。

• すべてのエアラインと流体ラインは適切に接地
する必要があります。

• すべての電気ケーブルは適切に接地する必要が
あります。

• スプレー作業場所に入るすべての人:靴は、革の
ような、導電性の靴底を持っている必要がありま
す。または、個人用接地ストラップを着用する
必要があります。ゴムまたはプラスチックのよ
うな、非導電性の靴底の靴は履かないでくださ
い。手袋やその他の防護具も導電性のものにす
る必要があります。EN ISO 20344、EN 1149–5
に従い、抵抗は100メガオーム未満でなければ
なりません。

• スプレー作業の対象物:常にワークピースハンガー
をきれいで接地された状態に保ってください。抵
抗が 1 メガオームを超えていてはなりません。

• スプレーする場所の床:床は導電性で接地されてい
る必要があります。接地の導通を妨害するような
段ボールや非導電性材料で覆わないでください。

• スプレーする場所にある可燃性流体:承認および
接地された容器で保管する必要があります。プ
ラスチック製容器は使用しないでください。1 シ
フトに必要な量以上を保管でください。

• スプレー作業場にある、すべての導電性物体や装
置:流体の容器と洗浄用の缶を含めて、これらの
ものは適切に接地されている必要があります。

3A4881F 17



コントローラーの接続

コココンンントトトロロローーーラララーーーののの接接接続続続

概概概要要要

AA 背面パネル EE ディスクリート I/O ケーブルの接続箇
所—統合が必要なシステムで使用

BB 筐体 FF アプリケーターの電源ケーブルの接
続箇所

CC コントロールと表示エレメントのあ
る前面パネル

GG 接地の接続箇所

DD 入力電源の接続箇所 HH CAN 通信ケーブル接続
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コントローラーの接続

接接接続続続

1. 接地線を接地ネジに接続します (GG)。他の端
は大地アースに接続します。このような接続
は、すべての設置で必要です。

2. コントローラーに付属する入力電源コードを、
入力電源接続部 (DD) に接続詞、接続ねじで
固定します。このような接続は、すべての設
置で必要です。コントローラーは 100 ～ 240
VAC (50 ～ 60 Hz) で動作します。リード線
は、地元の電気関連の法令に従って、電源に接
続します。入力電源接続のピン 3 はシステム

インターロックです。システムインターロッ
クの条件を満たすためには、ピン 3 にライン
電圧をかける必要があります。システムイン
ターロックピンがライン電圧に接続されてい
ると、 アイコンがコントローラーに
表示されます。 画面の各エリア, page 39を参
照してください。

3. 電源ケーブルの 7 ピンの端子を、コントロー
ラーのアプリケーター電源ケーブル接続 (FF)
に接続します。電源ケーブルの 4 ピンの端子
を、ロータリーアプリケーターに接続します。
ロータリーアプリケーターの説明書の説明に
従ってくださいこのような接続は、すべての設
置で必要です。

コントローラー入力電源の接続箇所
ピピピンンン番番番
号号号

機機機能能能 線線線のののマママーーーククク

1 中性線電源 1
2 位相線 (100 ～ 240 VAC) 2
3 システムインターロックオン/オフ

(100 ～ 240 VAC) = オン
3

コントローラー 電源コード PE 接地 PE 緑/黄色

配線済み電源ケーブルの接続
コココンンントトトロロローーーラララーーー アアアプププリリリケケケーーータタターーー

コココネネネクククタタターーー (F)(F)(F) ケケケーーーブブブルルル ケケケーーーブブブルルル 電電電源源源コココネネネクククタタターーー

このケーブルの電気的概念図:
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コントローラーの接続

4. ディスクリート I/O ケーブルは、コントロー
ラーのディスクリート I/O ケーブル接続 (EE)
に接続します。ディスクリート I/O ケーブル
は、統合を行う設置で必要となります。2 系統
のディスクリート I/O インターロック接続が
用意されており、その条件を満たす必要があ
ります。（ インターロック, page 7 を参照し
てください。）(各ピンの役割の詳細について
は、ディスクリート I/O, page 21 を参照してく
ださい。

5. Graco CAN ケーブルは、コントローラーの
CANケーブル接続 (HH) に接続します。CAN通
信は、リモートでの構成とコントローラーの
操作ができるよう、Gracoモジュールを用いた
リモート操作用に必要です。

注注注::: CAN通信はGracoの独自技術であり、他の
CANタイプとでは機能しません。

注注注::: CAN通信を使用する場合は、供給された
フェライトを静電コントローラーの近くのCAN
ケーブルに接続して下さい（下記参照）。

ディスクリート I/O ケーブルの接続箇所

ピピピンンン番番番号号号 機機機能能能 ワワワイイイヤヤヤののの色色色
1 プリセット選択 1 白
2 プリセット選択 2 ブラウン
3 エラーリセット 緑
4 リモート有効/無効 黄
5 静電気有効 グレー
6 安全移動出力 ピンク
7 エラー出力 青

コココンンントトトロロローーーラララーーー 8 I/O 接地 赤
9 電流設定値の入力 黒
10 電圧設定値の入力 紫
11 予約入力 灰/ピンク
12 I/O 接地 赤/青
13 実際のスプレー電流出力 白色/緑色
14 実際のスプレー電圧出力 茶/緑
15 静電気放電 白色/黄色
16 出力外部電源 (24 VDC) 黄/茶
17 I/O 接地 白/灰
18 安全位置インターロック入力 灰/茶ケケケーーーブブブルルル
19 24VDC インターロック入力 ピンク/ブラウ

ン
及び
ピンク/白

詳細については、 ディスクリート I/O, page 21 を参照してください。
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ディスクリート I/O

デデディィィスススクククリリリーーートトト I/OI/OI/O
コントローラーは最大 19 本の I/O インターフェイ
ス信号を受け取ることができます。システムは、
1 本から最大 19 本の信号を統合するように設定
することができます。

ディスクリート I/O の入力信号は、静電コント
ローラーがディクリート I/O モードに設定されて
いる場合にのみ監視されます。セットアップ画面
2 (リモートインターフェイス), page 45を参照し
てください。

利用可能な信号につては、信号, page 22を参照し
てください。

絶絶絶縁縁縁

ディスクリート I/O インターフェイスの信号は、回
路の接地からは絶縁されています。絶縁は、スプ
レー電流の測定の際の擾乱を防ぐために必要です。

注注注:::絶縁機能は、危険な電位から絶縁するために設
計されたものではありません。

I/OI/OI/O ののの接接接地地地

ピン 8、12、および 17 は、I/O 設置ピンです。そ
れぞれの接続デバイスから、接地線をこれらのピ
ンの 1 本または複数のピンに接続してください。
これにより静電コントローラーと接続デバイスの
電位は等しくなります。

リリリモモモーーートトト入入入力力力操操操作作作

ディスクリート I/O インターフェイスからリモート
入力コマンドを受け付けられるようにするには、
以下の条件が満たされている必要があります。

• パラメーター P02 = 1 を選択して、ディスクリー
ト I/O インターフェイスを選択する必要がありま
す。
セットアップ画面 2 (リモートインターフェイス),
page 45を参照してください。

• ディスクリート I/O ケーブルのピン 4 番、リモー
ト有効入力に 24VDC (論理 “1”) をかけて、リモー
トモードを選択する必要があります。

希望する入力信号を接続します。リモート入力操
作中のエラーの確認はローカルの入力 (キーパッド
を使う) でのみ可能です。

注注注:::プリセット P001 ～ P003 の値は、リモートモー
ドに入る前にセットアップしておく必要がありま
す。プリセット P000 は、コントローラーがリモー
トモードに入っているときに、ディスクリート I/O
ケーブルの信号で変更できる唯一のプリセットで
す。リモートモードではプリセット P004 ～ P250
にアクセスすることはできません。

リリリモモモーーートトト出出出力力力操操操作作作

希望する信号を接続します。デジタル出力信号は無
条件で生成されます。出力信号は、ディスクリート
I/O インターフェイスケーブルの信号外部電源 (ピン
16) に 24VDC が加えられることを必要とします。

CANCANCANモモモーーードドドにににおおおけけけるるるデデディィィスススクククリリリーーー
トトトI/OI/OI/O

以下はCANモードにて操作中の入力と出力リス
トです。

• 安全移動出力
• エラー出力
• 出力外部電源 (24 VDC)
• 実際のスプレー電流出力
• 実際のスプレー電圧出力
• 静電気放電出力
• 安全位置インターロック入力
• 24 VDCインターロック入力
• システムインターロック
• 静電気有効入力

3A4881F 21



ディスクリート I/O

信信信号号号

デデデジジジタタタルルル入入入出出出力力力にににつつついいいてててののの注注注:::“0 (または Low)” は GND または信号がないことを示すために用いられます。
“1 (または High)” は 24 VDC 信号が存在することを示すために用いられます。

ピピピ
ンンン

種種種類類類 説説説明明明

1 デジタ
ルイン
プット
　

プププリリリセセセッッットトトセセセレレレクククトトト 111 (((ピピピンンン 1)1)1) およびプププリリリセセセッッットトトセセセレレレクククトトト 222 (((ピピピンンン 2)2)2)

ディスクリートI/Oインターフェイス経由でリモート操作でのプリセット選択を指定す
るために使用します。

ピピピンンン222 ピピピンンン111
　　　

0 0 プリセット P000

0 1 プリセット P001

1 0 プリセット P002

1 1 プリセット P003

2 デジタ
ルイン
プット

リモートモードでは、プリセット P000 の値は、ディスクリート I/O インターフェイス
で受け取ったアナログ入力に基づいたものになります。これらの値は、プリセット
P000 の既存のすべての値を上書きします。

プリセット P001 ～ P003 の値は、リモートモードのコントローラーで選択する前に、
キーパッドを使用してローカルに入力する必要があります。これらのプリセットの値を
リモートに変更することはできません。

リモートモードではプリセット P004 ～ P250 にアクセスすることはできません。

3 デジタ
ルイン
プット

エエエラララーーーリリリセセセッッットトト

エラーコードをリモートに確認できるようにするために使用します。エラーコードを確
認しても、エラーを発生させた条件が修正されるわけではありません。

0➔1 の遷移:報告されたすべてのエラーをリセットします。

注注注:::エラーリセットの状態にはかかわりなく、その後に続いたエラーはログに記録されま
す。その後のエラーをリセットするには、0 から 1 への遷移を再び実行します。

4 デジタ
ルイン
プット

リリリモモモーーートトト有有有効効効///無無無効効効

リモート操作の有効と無効を指定するために使用します。リモート操作を有効にすると
ローカルの制御はロックアウトされます。コントローラーはディスクリート I/O イン
ターフェイスを使用できるようになります。有効にすると、ディスプレイに のア
イコンが表示されます。

0:ローカル制御
1:リモート制御

5 デジタ
ルイン
プット

静静静電電電気気気有有有効効効

静電気出力の有効と無効を指定するために使用します。
0:静電気を無効にします。
1:静電気を有効にします。静電気を有効にするための他のすべての条件が満た
されている必要があります。
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ディスクリート I/O

ピピピ
ンンン

種種種類類類 説説説明明明

6 デジタ
ル出力
　

安安安全全全移移移動動動出出出力力力

アプリケーターを安全位置から移動して、塗装を開始してよいかどうかを示します。
この出力は、セットアップ画面 9 で設定する、アーク検出のブランク時間と関連付
けられています。　ブランク時間のタイマーのカウントダウンは、高電圧を有効に
してから開始されます。タイマーが 0 になると、安全移動出力は無効からアクティ
ブに切り替わります。

無効:アプリケーターを安全位置から移動してはなりません。アーク検出のブラン
ク時間に入っており、静電気が有効になっているからです。
アクティブ:アプリケーターを安全位置から移動することができます。アーク検出
が有効になっているか、または静電気が有効になっているからです。

詳細については、 安全位置モード, page 31を参照してください。

注注注:::デジタル出力の電圧値はセットアップ画面 5 (デジタル出力タイプ選択), page 47で選
択した出力タイプによって異なります。

7 デジタ
ル出力

エエエラララーーー出出出力力力
エラー状態の検出を信号で伝えるために使用します。

無効:エラー条件は検出されていません。
アクティブ:エラー条件が検出されて、報告されました。

注注注:::エラーリセット入力またはローカルでの確認によりリセットできます。

注注注:::デジタル出力の電圧値はセットアップ画面 5 (デジタル出力タイプ選択), page 47で選
択した出力タイプによって異なります。

8 接地点 I/OI/OI/O 接接接地地地
I/O インターフェイス信号の基準電位です。

9 アナロ
グ入力

電電電流流流設設設定定定値値値ののの入入入力力力

電流設定値 (µA) の公称値を設定するために使用します。リモートの電流設定値入力
は、プリセット 0 (P000) が選択されていて、コントローラーがリモート操作状態にある
ときに適用されます。

この信号は、P000 の電流設定を定めるために使用します。入力値が大きいほど、静
電気電流の設定値が大きくなります。

0 ～ 10 V (受け付けた入力) ➔ 0 ～ 150 µA (希望する静電出力)
または
4 ～ 20 mA (受け付けた入力) ➔ 0 ～ 150 µA (希望する静電出力)

入力のタイプの選択は、次に基づきます:
セットアップ画面 3 (アナログ入力タイプ選択), page 46
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ピピピ
ンンン

種種種類類類 説説説明明明

10 アナロ
グ入力

電電電圧圧圧設設設定定定値値値ののの入入入力力力

電圧設定値 (kV) の公称値を設定するために使用します。リモートの電圧設定値入力は、
プリセット 0 (P000) が選択されていて、コントローラーがリモート操作状態にある
ときに適用されます。

入力電圧または電流は、アプリケーターの静電気電源の相対的な出力電圧を定めるため
に使用します。入力値が大きいほど、アプリケーターの静電気電圧が大きくなります。

0 ～ 10V (受け付けた入力) ➔ 0 ～最大 kV* (希望するアプリケーターの静電出力)
または
4 ～ 20mA (受け付けた入力) ➔ 0 ～最大 kV* (希望するアプリケーターの静電出力)

入力のタイプの選択は、次に基づきます: セットアップ画面 3 (アナログ入力タイプ選択),
page 46

* 最大 kV = 100 kV (溶剤媒介) または 60 kV (水媒介)

11 デジタ
ルイン
プット

将来の使用のために予約されています。

12 接地点 I/OI/OI/O 接接接地地地
ディスクリート I/O インターフェイス信号の基準電位です。

13 アナロ
グ出力

実実実際際際のののスススプププレレレーーー電電電流流流出出出力力力

実際のスプレー電力を示すために使用します(0 – 150 µA)。この機能を有効にするために
24 VDC をピン16に加えます。

このピンに現れる電流または電圧信号は、静電気電源のスプレー電流に比例します。こ
のピンの値は、アプリケーターの出力電流が大きいほど大きくなります。

0 ～ 150 µA (アプリケーターの出力) ➔ 0 ～ 10V または 4 ～ 20 mA (ピン出力)

出力のタイプの選択は、次に基づきます:
セットアップ画面 4 (アナログ出力タイプ選択), page 46

14 アナロ
グ出力

実実実際際際のののスススプププレレレーーー電電電圧圧圧出出出力力力

実際のスプレー電圧を示すために使用します(0 – 最大kV*)。この機能を有効にするため
に24 VDC をピン16に加えます。

このピンに現れる電流または電圧信号は、静電気電源のスプレー電圧に比例します。こ
のピンの値は、アプリケーターの出力電圧が高いほど大きくなります。

0 ～最大 kV* (アプリケーターの出力) ➔ 0 ～ 10V または 4 ～ 20 mA (ピン出力)

出力のタイプの選択は、次に基づきます: セットアップ画面 4 (アナログ出力タイプ選択),
page 46

* 最大 kV = 100 kV (溶剤媒介) または 60 kV (水媒介)

24 3A4881F



ディスクリート I/O

ピピピ
ンンン

種種種類類類 説説説明明明

15 デジタ
ル出力

静静静電電電気気気放放放電電電出出出力力力

静電気をどの時点で完全に放電するかを示すために使用します。静電気放電時間は、
セットアップ画面 10 (構成 C2) での設定によって決めます。　放電時間のタイマーのカ
ウントダウンは、静電気が無効になったときに開始されます。タイマーが 0 になると、
静電気放電動出力は無効から アクティブに切り替わります。

無効:静電気電圧は放電されていません。
アクティブ:静電気電圧放電時間が経過しました。

注注注:::デジタル出力の電圧値はセットアップ画面 5 (デジタル出力タイプ選択), page 47で選
択した出力タイプによって異なります。

16 出力外
部電源

出出出力力力外外外部部部電電電源源源 (24(24(24 VDC)VDC)VDC)
出力回路に電源を供給するには、このピンに電源 (24 VDC / 100 mA) を供給します。こ
の電源は外部から、つまり PLC から供給する必要があります。出力を必要としない場
合には、供給しなくてもかまいません。

17 接地点 I/OI/OI/O 接接接地地地
ディスクリート I/O インターフェイス信号の基準電位です。

18 デジタ
ルイン
プット

安安安全全全位位位置置置イイインンンタタターーーロロロッッッククク入入入力力力

コントローラーは、このインターロック、および他のすべてのインターロック入
力が条件を満たしていないと、静電気をアクティブにしません。他の方法で条件
を満たすことができる場合には、コントローラーのメイン回路ボードのスイッチ
2 を ON 位置にすることにより、このインターロックを無効にすることができま
す。コントローラーのインターロックの無効化, page 9 を参照してください。

安全位置インターロックは、信号の条件が満たされていなくても、静電気を無効にする
ことはしません。この信号は、ロボットまたはアプリケーターが、アーク検出を行わな
い状態で静電気をアクティブにしても安全な場所にあることを示します。

0:インターロックの条件は満たされていません。静電気がオフになっている場合
には、静電気は無効になります。静電気がオンになっている場合には、静電気
の状態に変更はありません。
1:インターロックの条件は満たされています。この入力により、静電気のアク
ティブ化のロックは解除されます。

注注注:::1 から 0 に切り替わっても、静電気は無効にはなりません。

ディスプレイ画面にシンボル A10 が表示されて ( 画面の各エリア, page 39を参照してく
ださい)、この信号の条件が満たされていることを示します。

19 デジタ
ルイン
プット

24VDC24VDC24VDC イイインンンタタターーーロロロッッッククク入入入力力力

コントローラーは、このインターロック、および他のすべてのインターロック入
力が条件を満たしていないと、静電気をアクティブにしません。　他の方法で条
件を満たすことができる場合には、コントローラーのメイン回路ボードのスイッ
チ 1 を ON 位置にすることにより、このインターロックを無効にすることができま
す。コントローラーのインターロックの無効化, page 9 を参照してください。

0:インターロックの条件は満たされていません。静電気は無効になります。
1:インターロックの条件は満たされています。この入力により、静電気のアク
ティブ化のロックは解除されます。

ディスプレイ画面にシンボル A9 が表示されて ( 画面の各エリア, page 39を参照してく
ださい)、この信号の条件が満たされていることを示します。
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ディスクリート I/O

アアアナナナロロログググ入入入力力力

アナログ入力は、特定のパラメーターを PLC に
よってリモートに設定するために使用します。入
力は、電圧入力と電流入力のどちらかに構成でき
ます。この設定はすべての入力に同時に適用され
ます。

電電電気気気的的的仕仕仕様様様

入入入力力力信信信号号号のののタタタイイイプププををを選選選択択択すすするるるにににははは、、、パパパラララメメメーーー
タタターーー P03P03P03 ををを使使使用用用しししままますすす ((( セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 333
(((アアアナナナロロログググ入入入力力力タタタイイイプププ選選選択択択))),,, pagepagepage 464646ををを参参参照照照しししてててくくくだだだ
さささいいい)))。。。

電電電圧圧圧入入入力力力モモモーーードドド、、、P03P03P03 === 000

パパパラララメメメーーータタターーー　　　 値値値
公称入力範囲 0 – 10 VDC
入力インピーダンス 4.7 kΩ
最大許容入力電圧 30 VDC
逆極性保護 はい
精度 通常 1%
推奨ソースインピーダ
ンス

< 10 Ω

電電電流流流入入入力力力モモモーーードドド、、、P03P03P03 === 111

パパパラララメメメーーータタターーー 値値値
公称入力範囲 4 ～ 20 mA (シンク電流)
入力インピーダンス 100 Ω
最大許容入力電圧 30 V
逆極性保護 はい
入力電流制限 あり、25 mA
精度 通常 1%

アアアナナナロロログググ出出出力力力

アナログ出力は、実際の値を PLC など他のデバイ
スに伝えるために使用されます。出力は、電圧出
力と電流出力のどちらかに構成できます。この設
定はすべての出力に同時に適用されます。アナロ
グ出力を行うには、外部の 24VDC 電圧を出力外部
電源 (ディスクリート I/O インターフェイス、ピン
16) に接続する必要があります。

電電電気気気的的的仕仕仕様様様

出出出力力力信信信号号号のののタタタイイイプププををを選選選択択択すすするるるにににははは、、、パパパラララメメメーーー
タタターーー P04P04P04 ををを使使使用用用しししままますすす ((( セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 444
(((アアアナナナロロログググ出出出力力力タタタイイイプププ選選選択択択))),,, pagepagepage 464646ををを参参参照照照しししてててくくくだだだ
さささいいい)))。。。

電電電圧圧圧出出出力力力モモモーーードドド、、、P04P04P04 === 000

パパパラララメメメーーータタターーー 値値値
出力電圧範囲 0 – 10 VDC
出力インピーダンス < 10 Ω (ソーシング)
短絡回路保護 0 – 30 VDC
精度 通常 1%

電電電流流流出出出力力力モモモーーードドド、、、P04P04P04 === 111

パパパラララメメメーーータタターーー 値値値
出力電流範囲 4 ～ 20 mA
出力インピーダンス < 10 Ω (ソーシング)
短絡回路保護 0 ～ 30 V
精度 通常 1%
最大負荷抵抗 1 kΩ (0 ～ 20 VDC)
最小負荷抵抗 0 kΩ (0 ～ 20 VDC)
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ディスクリート I/O

デデディィィジジジタタタルルル入入入力力力

デジタル入力はProBell静電コントローラーをPLC
などのリモート装置から制御するために用います。
デジタル入力は全てシンク入力です。外部装置か
らディスクリートI/Oインターフェイス経由で入力
信号を受け取るためには、最初にリモート有効/無
効入力をアクティブにする必要があります。

電電電気気気的的的仕仕仕様様様

パラメーター 値
入力タイプ 電流シンク
入力インピーダンス >10 kΩ
最大許容入力電圧 30 VDC
最小要求 “1” 入力電圧 10 VDC　
最大許容 “0” 入力電圧　 < 4 V (オープン入力は

“0” レベル)

デデデジジジタタタルルル出出出力力力

デジタル出力は PLC などの他のデバイスにステー
タス信号を送ります。出力は、シンク出力とソー
ス出力のどちらかに構成できます。この設定はす
べてのデジタル出力に同時に適用されます。デジ
タル出力を行うには、外部の 24VDC 電圧をアナロ
グ出力外部電源 (ディスクリート I/O インターフェ
イス、ピン 16) に接続する必要があります。

電電電気気気的的的仕仕仕様様様

入力信号のタイプを選択するには、パラメー
ター P05を使用します ( セットアップ画面 5
(デジタル出力タイプ選択), page 47を参照してくだ
さい)。

TableTableTable 222 シシシンンンククク出出出力力力モモモーーードドド:P08:P08:P08 === 000

パパパラララメメメーーータタターーー 値値値
出力タイプ シンク (P08 = 0)
出力インピーダンス 1 kOhm
最大許容出力電圧 30 VDC
短絡回路保護 0 – 30 VDC
非アクティブ電圧値 高インピーダンス(プル

アップレジスターで設
定)

アクティブ電圧値 低/GND (ネガティブロ
ジック)

注注注:::シンクデジタル出力では、デバイスの論理レ
ベル “1” (たとえば 24VDC) の接続へのプルアップ
を必要とします。

TableTableTable 333 ソソソーーーススス出出出力力力モモモーーードドド:P08:P08:P08 === 111

パパパラララメメメーーータタターーー 値値値
出力タイプ ソース (P08 = 1)
出力インピーダンス 1.8 kOhm
最大許容出力電圧 30 VDC
短絡回路保護 0 – 30 VDC
非アクティブ電圧値 高インピーダンス(プル

ダウンレジスターで設
定)

アクティブ電圧値 高/ピン16の電圧 (ポジ
ティブロジック)

注注注:::ソースデジタル出力では、デバイスの論理レベ
ル “0” (たとえばGND) の接続へのプルダウンを必
要とします。
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ディスクリート I/O

デデディィィスススクククリリリーーートトト I/OI/OI/O イイインンンタタターーーフフフェェェイイイススス接接接続続続

ディスクリート I/O インターフェイスのピンの電気
的な接続を示します。
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Figure 1 ディジタル入力

9

10

0-10V
OR

4-20mA

Figure 2 アナログ入力
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Figure 3 デジタル出力-シンクモー表示された外部
プルアップを用いたシンク型出力
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Figure 4 デジタル出力-表示された外部プルダウン
抵抗を用いたソーシングモード

16

13

14

8

12

17

24VDC

GND

Figure 5 アナログ出力
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操作モードとタイミングダイアグラム

操操操作作作モモモーーードドドとととタタタイイイミミミンンングググダダダイイイアアアグググラララムムム
システムコントロールロジックは、静電気をオンオ
フさせる役割を担います。スプレーシステムにはい
くつかの操作モードがあります。これらのモードは
システムの状態と関連していますが、ユーザーが
選択することはできません。これらを理解してお
くことは、適切な統合と安全のための重要です。

操作モードには次のものがあります。

• スタンバイ：静電気はオフモードに保持されて
います。

• 安全位置:静電気を有効にする前の、アプリケー
ターの位置を確認します。

• スプレー:流体と静電気が有効になっており、ア
プリケーターは動作します。

• エラー処理
• パージ：洗浄用の溶剤が入っています。静電気
は発生していません。アプリケーターは動作し
ません。
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操作モードとタイミングダイアグラム

スススタタタンンンバババイイイモモモーーードドド

スタンバイモードは、システムでスプレー操作
を実行する準備ができていないため、静電気がオ
フになっているときのことです。スタンバイモー
ドでは、以下のような状態になっている可能性が
あります。

• システムの電源がダウンしている
• 流体を充填中

以下の信号のいずれか、またはそれらの組み合わ
せが low になっていた場合、(静電気が起動してい
れば) コントローラーは静電気を無効にします。ま
たは静電気が起動するのを防止します。

• システムインターロック (電源コネクター)
• 24VDC インターロック
• 静電気有効

注注注:::安全位置入力は、静電気がすでにオンになってい
た場合、静電気を無効にしません。安全位置入力の
働きは、静電気が起動するのを防ぐことだけです。

コントローラーが静電気を有効にするためには、こ
こに示すすべての入力信号が high になっている必
要があります。信号, page 22を参照してください。

システムイン
ターロック入力

24VDC インター
ロック入力

安全位置イン
ターロック入力

静電気有効入力

静電気
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操作モードとタイミングダイアグラム

安安安全全全位位位置置置モモモーーードドド

安全位置モードとは、アプリケーターの電極が周
囲の接地されたどの物体からも最低 8 インチ離れ
ている場所のことです。そのような場所はいくつ
もあるかもしれませんが、そのうちの 1 箇所を
アプリケーターの安全位置として決めておく必要
があります。アプリケーターを安全位置に置いた
ら、静電気をアクティブにし、ブランク時間を経過
させ、アーク検出をアクティブにしても問題はあ
りません。アプリケーターは、フル電圧に達し、
アーク検出をアクティブにするまでは、安全位置
に置いておくべきです。
安全位置で静電気を有効にするには、次の手順
に従います。
1. システムと 24VDC のインターロックの条件を

満たします。
2. ディスクリートI/Oインターフェイス経由でシ

ステムをコントロールする場合は、リモートの
入力を高く設定します。

3. アプリケーターを安全位置に移動します。安
全位置インターロックを high に設定して、静
電コントローラーにアプリケーターが安全位
置にあり、静電気をアクティブにできること
を伝えます。

4. 静電気入力を high に設定するか、静電気をア
クティブにします。

5. 静電コントローラーはアプリケーターの静電気
をアクティブにします。

6. 静電気有効入力で high の信号を受け取ってか
ら、セットアップ画面 11 (遷移時間), page 50で
定義されているアーク検出のブランクパラメー
ター (C1) の値で指定した時間が経過すると、
安全移動出力がアクティブになります。安全移
動信号は、コントローラーが、アプリケーター
の静電気を利用する準備が整っていて、アプリ
ケーターを自由に動かしても問題ないと判断し
たことを示します。
アーク検出は、ブランク時間の間はアクティブ
になりません。C1 の設定は、アーク検出が有
効になるまでの時間の長さを決めます。

アプリケーターを安全位置から移動すると、安
全位置のインターロックが外れて、その条件が満
たされなくなります。こうしても、静電気は無効
にはなりません。静電気を無効にした場合、再び
静電気をアクティブにするには、ロボットを安全
位置に戻し、安全位置インターロックを再度適用
する必要があります。
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操作モードとタイミングダイアグラム

安安安全全全位位位置置置のののタタタイイイミミミンンングググダダダイイイアアアグググラララムムム

シシシススステテテムムムイイインンンタタターーーロロロッッッククク入入入力力力

24VDC24VDC24VDC イイインンンタタターーーロロロッッッククク入入入力力力

リリリモモモーーートトト有有有効効効///無無無効効効

安安安全全全位位位置置置イイインンンタタターーーロロロッッッククク入入入力力力

静静静電電電気気気有有有効効効

静静静電電電気気気

アクティブ
安安安全全全移移移動動動出出出力力力

無効

tC1:パラメーター tC1 で設定されたブランク
時間
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操作モードとタイミングダイアグラム

スススプププレレレーーー

システムは、アプリケーターが安全位置を離れる準
備ができた場合、または可動状態で静電気が有効に
なっている場合には、スプレーモードになります。

スプレーを開始するには、以下の手順に従います。

1. すべてのインターロックの条件を満たします
(“All Interlocks” と表示されます)。

2. ディスクリート I/O インターフェイスを使用し
てスプレーを行う場合には、リモート有効/無効
入力を使用してリモート操作を有効にします。

3. 希望する電圧と電流を設定します。

a. 静電コントローラーインターフェイス
を使用してローカルモードでスプレー
する場合には、 キーでアクティ
ブなプリセット (P000 ～ P003) を選
択します。 および キーを使用し
て電圧と電流の設定値を設定します
( 運転画面 1 (静電気表示), page 52を参照
してください)。

b. ディスクリートI/Oインターフェイスを利
用する場合には、プリセットセレクト 1 お
よびプリセットセレクト 2 でアクティブな
プリセット (P000 ～ P003) を選択します。
アナログ制御を行う場合には、プリセット
P000 を選択します。電流設定値入力およ
び電圧設定値入力を使用して、静電気を調
整します。

c. CANインターフェイスを利用するには、有
効なプリセットを選ぶか、または、好まし
い電圧・電流を選んで下さい。

4. 静電気をアクティブにします。静電コントロー
ラーインターフェイスを使用してローカルモー
ドでスプレーする場合には、 キーで静電気
をアクティブにします。ディスクリート I/O イ
ンターフェイスを使用する場合には、静電気有
効入力で静電気をアクティブにします。

5. リモートモードでスプレーする場合には、安全
移動出力を監視して、ブランク時間が経過し、
アーク検出が有効になったことを確認します。
ブランク時間はパラメーター C1 で定義します
( セットアップ画面 9 (ブランク時間), page 49を
参照してください)。

6. 希望する静電気出力を変更するには、次のよ
うにします。

a. 静電コントローラーインターフェイス
を使用してローカルモードでスプレー
する場合には、 キーでアクティ
ブなプリセット (P000 ～ P003) を変
更します。 および キーを使用し
て電圧と電流の設定値を設定します
( 運転画面 1 (静電気表示), page 52を参照
してください)。

b. ディスクリートI/Oインターフェイスを利
用する場合には、プリセットセレクト 1 お
よびプリセットセレクト 2 でアクティブな
プリセット (P000 ～ P003) を変更します。
アナログ制御を行う場合には、プリセット
P000 を選択します。電流設定値入力およ
び電圧設定値入力を使用して、静電気を調
整します。

c. CANインターフェイスを利用するには、有
効なプリセットを変更するか、または、好
ましい電圧・電流を変更して下さい。

静電気は遷移時間をかけて希望する値に遷移し
ます。この時間はパラメーター C3 で設定しま
す ( セットアップ画面 11 (遷移時間), page 50を
参照してください)。起動中(0から設定値) 又
は無効中(設定値から0)には、遷移時間は利用
しません。

7. スプレーを終えたら、静電気を無効にします。
静電コントローラーインターフェイスを使用し
てローカルモードでスプレーする場合には、
キーで静電気を無効にします。ディスクリート
I/O インターフェイスを使用する場合には、静
電気有効入力で静電気を無効にします。

8. リモートモードでスプレーしていた場合には、
静電気放電出力を監視して、放電時間が経過
し、システムが完全に放電したことを確認しま
す。放電時間はパラメーター C2 で定義します
( セットアップ画面 10 (放電時間), page 49を
参照してください)。

次の図は、ディスクリートI/Oリモートモードと、
静電気スプレーの 3 つの要素である「アクティ
ブ」「設定変更」「無効化」を示します。ブラン
ク時間 tC1、遷移時間 tC2、および放電時間 tC3も表
示されています。
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操作モードとタイミングダイアグラム

スススプププレレレーーーのののタタタイイイミミミンンングググダダダイイイアアアグググラララムムム

すべてのインターロック

リモート有効/無効入力

プリセット選択またはアナロ
グの設定値

静電気有効

静電気

安全移動出力

アクティブ静電気放電出力
無効

L – 静電気を無効にするための任意の方法
M – 設定の変更
tC1 – パラメーター C1 で設定されるブランク時間
tC2 – パラメーター C2 で設定される放電時間 tC3 – パラメーター
C3 で設定される遷移時間
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操作モードとタイミングダイアグラム

エエエラララーーー処処処理理理

静電気が無効になるようなエラーが発生した場
合、システムはエラー処理モードに入ります。エ
ラーが発生すると、エラーコードが生成されま
す。このエラーコードは、静電コントローラーの
ユーザーインターフェイスの A5 に表示されます。
また、ディスクリート I/O エラー出力信号はアク
ティブになります。

エラーは、次のような手順で処理してください。

1. エラーの原因となった状況を修正します (
トラブルシューティング, page 62を参照して
ください)。

2. エラーコードを確認します。

a. ディスクリート I/O インターフェイスを利
用する場合は、ディスクリート I/O のエ
ラーリセット (ピン 3) を使用してエラー
コードを確認します。

b. ローカルモードでは、静電コントローラー
のユーザーインターフェイスの ボタ
ン (T11) を使用して、エラーコードを確
認します。

3. ロボットを安全位置に移動します。安全位置イ
ンターロックの条件を満たします。

4. 静電気をアクティブにします。
5. ブランク時間が経過すると、安全移動出力がア

クティブになります。

この図はディスクリートI/Oインターフェイスを利
用したエラー処理の例を示しています。
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操作モードとタイミングダイアグラム

エエエラララーーー処処処理理理のののタタタイイイミミミンンングググダダダイイイアアアグググ
ラララムムム

リリリモモモーーートトト有有有効効効///無無無効効効入入入力力力

すすすべべべてててのののイイインンンタタターーーロロロッッッククク

静静静電電電気気気有有有効効効入入入力力力

エエエラララーーーリリリセセセッッットトト

エエエラララーーー出出出力力力

安安安全全全位位位置置置入入入力力力

静静静電電電気気気

アクティブ
安安安全全全移移移動動動出出出力力力

無効

アクティブ

静静静電電電気気気放放放電電電出出出力力力 無効

液液液体体体供供供給給給***
部部部品品品コココンンンベベベアアア***
アアアプププリリリケケケーーータタターーー移移移動動動***

A:エラー出力が low になるまで high に保つ
B:エラー状態の固定
C:安全移動時間
tC1が経過すると、ロボットは安全位置からの移動を開始する:パ
ラメーター tC1
tC2で設定されたブランク時間:パラメーター tC2
で設定された放電時間* 静電気コントローラーでは制御できない
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パパパーーージジジ

パージモードでは、洗浄用溶剤が入っており、
静電気は無効になっており、アプリケーターは動
作しません。

火災、爆発、感電を避けるために、装置の洗
浄、清掃、サービス中は、必ず静電気をオフに
してください。必ず装置と廃液コンテナーを接
地してください。

そのためには、インターロック入力のいずれかを
使用するか、静電気有効ピンを使用します。ま
たは、コントローラーの電源をオフにします。

溶剤の供給がアクティブになっているときは、必
ず静電気を無効にしてください。再び静電気を有
効にする前に、塗料及びダンプのラインから溶剤
が完全に排出されたことを確認してください。毎
回、充填する必要のあるペンキの量を判断してく
ださい。充填シーケンス中はずっと、静電気を無
効にしていてください。

以下の信号の 1つ、または組み合わせを使用して、
静電気を無効にしてください。

• システム電源のインターロック:低
• 24VDC インターロック:低
• 静電気有効入力:低
• off ボタンを押して、静電コントローラーの電源
をオフにします。
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操作モードとタイミングダイアグラム

システムインターロッ
ク入力

24VDC インターロッ
ク入力

安全位置インターロッ
ク入力

静電気有効入力

溶剤供給*

ペンキ供給*

有効

静電気 使用不可

アクティ
ブ静電気放電出

力 無効

* 静電気コントローラー
Aでは制御できません:流体ラインからは溶剤が抜けているので、静電気をアク
ティブにしても問題はありません。
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コントローラーのディスプレイと機能

コココンンントトトロロローーーラララーーーのののデデディィィスススプププレレレイイイととと機機機能能能

画画画面面面ののの各各各エエエリリリアアア

画面には、数字で情報を示すために用いられる 5
つのエリアがあります。加えて、数字以外で情報
を示す 6 つのエリアがあります。

記号 機能
A1–A4 実際の値、プリセットの値、

システムパラメーターを表示
します。可能な範囲を超える
と点滅して知らせます。

A5 プリセットの番号、エラー診
断コード、スタータス情報を
表示します。

A6 リモート操作が有効であるこ
とを示します。

A7 静電気がアクティブ/トリガー
されていることを示します。

A8 システムインターロックの条
件を満たしていることを示し
ます

A9 安全位置インターロックの条
件を満たしていることを示し
ます

A10 24VDC インターロックの条
件を満たしていることを示し
ます

A11 静電気有効入力がアクティブ
であることを示します

アアアイイイコココンンン

アアアイイイコココンンン 説説説明明明
静電気の電圧 (kV 単位)

静電気の電流 (μA 単位)

静電気アクティブ化/トリガー

REMOTE 操作がアクティブ。
キーボードロックがアクティブ
な場合には点滅
システムインターロックの条件
を満足
ディスプレイのバックライトの
明るさ (0 ～ 8)

メンテナンスの通知

静的アーク設定

動的アーク設定

保守カウンターのいずれかが 0
に達した。
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コントローラーのディスプレイと機能

入入入力力力キキキーーーとととスススイイイッッッチチチ

注注注意意意
ソフトキーボタンへの損傷を防ぐために、
ボタンを、ペン、プラスチックカード、ま
たは指の爪などの鋭利なもので押さないで
ください。

記号 機能
T1-T8 プリセット値およびシステム

パラメーターまたは構成用の
入力キーです。表示されてい
る値を増減するために使用し
ます。

T9 システムパラメーター (P00 ～
P07) をシステム構成 (C0 ～
C3) を切り替えます。

T10-T11 プリセットを変更します
T12 静電気のアクティブ化/トリ

ガーです。
運転画面とセットアップ画面
を切り替えます。

T13 コントローラーの電源をオン
にします。

T14 コントローラーの電源をオフ
にします。

付付付加加加的的的ななな機機機能能能

キキキーーーボボボーーードドドロロロッッッククク

キーボードロックは、コントローラーをローカ
ルに操作している場合に、プリセット内の個々の
電圧と電流のパラメーター値が変更されることが
ないようにするために使用できます。キーボード
ロックがアクティブになっている場合でも、コン
トローラーで以下の操作を行うことは可能です。
• プリセットの選択
• 現在のプリセットのプリセット値の表示
• 実際の値の表示
• エラーの確認
キキキーーーボボボーーードドドロロロッッックククののの有有有効効効化化化ととと無無無効効効化化化

1. キーと (T8) キーを同時に押します。

2. の表示が点滅し、キーボードロックが
有効になります。

3. キーボードロックは、同じキーの組み合わせを
もう一度押すと、キャンセルされます。

コントローラーのオフとオンを切り替えても、
キーボードロックのステータスは保存されます。工
場出荷値を復元すると、キーボードロックはキャ
ンセルされます。
注注注:::キーボードロックは画面ロックとは独立に設
定できます。画面ロック機能はリモート操作で設
定します。

画画画面面面ロロロッッッククク

リモートモードでは、画面ロックがアクティブに
なるために、利用可能なキーパッドと画面の機能
は制限されます。　画面ロックが有効な場合、利
用可能な機能は以下のものに限られます。
• アクティブなプリセット値の表示
• 実際の値の表示
• エラーの確認
注注注:::リモートモードに入ったときにキーボードが
録されていた場合には、 の表示が点滅を
続けます。
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コントローラーのディスプレイと機能

ソソソフフフトトトウウウェェェアアアバババーーージジジョョョンンンのののチチチェェェッッッククク

1. キーと を同時に押します。

2. キーを押している間、ソフトウェアのバージョ
ンが表示されます。

工工工場場場出出出荷荷荷時時時設設設定定定ののの復復復元元元

すべてのパラーメーター (P00 を除く) と構成 (C0
～ C3)、およびすべてのユーザー定義値は、工場
出荷時設定で上書きすることができます。　アク
ティブなキーボードロックと画面ロックは無効に
されます。

保守カウント、状態 (アクティブ/非アクティブ) お
よび設定値はリセットされません。

注注注:::工場出荷時設定を復元すると、ディスプレイの
バックライト設定を除き、すべてのユーザー設定
は工場出荷時設定に戻されます。

1. コントローラーの off を押します。　

2. を押し続けます。
3. コントローラーの on を押します。ディプレイ

で CLr という文字が点滅します。　

4. 約 5 秒経過すると、CLr の表示は消えます。　

5. キーを離します。
6. すべての値はリセットされます。

自自自動動動電電電力力力節節節約約約モモモーーードドド

ディスプレイのバックライトは、静電気が無効に
されてから 5 分経過すると、自動的にオフになり
ます。いずれかのキーに触れると、ディスプレイ
のバックライトは再び点灯します。
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設設設定定定
静電コントローラーには、コントローラーの機能を
制御するためのセットアップ画面があります。こ
のセットアップは、電源が外された場合でも、装
置のメモリーに保存されます。コントローラーの
セットアップは、システムパラメーターと構成画
面を使用して行います。これらの値はセットアッ
プ画面で調整できます。

1. on を押してコントローラーをオンにします。　
2. セットアップ画面にアクセスするには、いずれ

かの運転画面で、 を 5 秒間長押しします。
セットアップ画面 0 ～ 7 (パラメーター) の間を
移動するには、ボタン T1/T2 を押します。
注注注:::セットアップ画面 8 ～ 11 (構成) にアクセス
するには、 を押します。画面 8 ～ 11 の間
を移動するには、ボタン T1/T2 を押します。
セットアップ画面 1 に戻るには、 をもう一
度押します。

3. 運転画面に戻るには、いずれかのセットアップ
画面で を押します。

この表は、セットアップ画面 0 ～ 7 で定義される
システムパラメーター (P00 ～ P07) の概要を示し
ています。この表はまた、セットアップ画面 8 ～
11 で定義される構成 (C0 ～ C3) も示しています。
それぞれのセットアップ画面の詳細は、表に続く
セクションで説明されています。

パパパラララメメメーーータタターーー
セセセッッットトト
アアアッッップププ
画画画面面面

表表表示示示ささされれれ
るるる値値値 (A1)(A1)(A1)

説説説明明明 表表表示示示ささされれれるるる値値値 (A3)(A3)(A3) 表表表示示示ささされれれ
るるる値値値 (A4)(A4)(A4)

0 P00 アプリケータータイプ
画面A2:APP

アプリケーターのタイプと機能を決定するため
に使用します。この選択項目は工場で設定され
ます。変更することはできません。この選択項
目は、工場出荷時設定の復元を行っても上書き
されません。

0:標準(溶剤媒介)
1:水媒介　

Std

UUb

1 P01 静電気制御モード
画面A2:Ctrl

静電気の生成を制御する方法を決定します。こ
の選択項目は工場で 1 (電流) に設定されます。
変更することはできません。

1:電流制御 CUrr

2 P02 リモートインターフェイス
画面A2: bUS

コントローラーが外部コントロールを受け付け
るリモートインターフェイスを選択するために
使用します。

0:オフ
1:ディスクリート I/O
(デフォルト)
2:CAN

oFF
dio
CAn

3 P03 アナログ入力タイプ
画面A2:Ai

ディスクリート I/O アナログ入力 (Ai) の入力信号
タイプを選択するために使用します。

0:電圧(デフォルト)
1:電流

電圧
CUrr

4 P04 アナログ出力タイプ
画面A2:Ao

ディスクリート I/O アナログ出力の出力信号タイ
プを選択するために使用します。

0:電圧(デフォルト)
1:電流

電圧
CUrr
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パパパラララメメメーーータタターーー
セセセッッットトト
アアアッッップププ
画画画面面面

表表表示示示ささされれれ
るるる値値値 (A1)(A1)(A1)

説説説明明明 表表表示示示ささされれれるるる値値値 (A3)(A3)(A3) 表表表示示示ささされれれ
るるる値値値 (A4)(A4)(A4)

0:シンキング (デフォル
ト)

5 P05 デジタル出力タイプ
画面A2: do

ディスクリート I/O デジタル出力の出力信号タイ
プを選択するために使用します。

1:ソーシング

6 P06 CAN 目的ID
CAN通信の目的IDを設定するために使います。

0-32
0(デフォルト)

Pid

7 P07 ログレベル
画面A2:LoG

システムにどの程度の情報をログとして記録す
るかを指定するために使用します。

0–5

0 (デフォルト)

LoG

構構構成成成
セセセッッットトト
アアアッッップププ画画画
面面面

表表表示示示ささされれれるるる
値値値 (A1)(A1)(A1)

説説説明明明 表表表示示示ささされれれるるる値値値 (A2)(A2)(A2)

8 C0 アーク検出の平均間隔 Δt 値 [秒]
コントローラーが動的アークを計算するために使用
する時間間隔を設定するために使用します。

0.01 ～ 0.5、0.01
0.10で(デフォルト)

9 C1 アーク検出のブランク時間の設定値 [秒]
高電圧がオンにされてから、アーク検出が抑制され
る時間の長さを設定するために使用します。

0.0 ～ 30.0、0.1
0.5で (溶剤媒介でのデフォ
ルト)
10.0 (水媒介でのデフォル
ト)

10 C2 放電時間の設定値 [秒]
静電気をオフにしてから完全に放電するまでに必要
とされる時間を設定するために使用します。

5.0 ～ 120.0、0.1
5.0で (溶剤媒介でのデフォ
ルト)
60.0 (水媒介でのデフォル
ト)

11 C3 遷移時間間隔 [秒]
静電気の設定値を変更したときに、変更にかける時
間の長さを設定するために使用します。

0.0 ～ 5.0、0.1
0.0で(デフォルト)
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面000 (((シシシススステテテムムムタタタイイイプププ)))

セットアップ画面 0 (パラメーター P00) には、使
用している静電アプリケーター (APP) のタイプ
が表示されます。静電コントローラーは工場で 0
(Std) または 1 (UUb) に設定されており、変更する
ことはできません

注注注:::このパラメーターは、工場出荷時設定の復元を
行っても上書きされません。

Std:溶剤媒介製品:100 kV 最高

UUb:水媒介製品:60 kV 最高

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 111 (((静静静電電電気気気コココンンントトト
ロロローーールルルモモモーーードドド)))

セットアップ画面 1 (パラメーター P01) には、
使用している静電気コントロールモード (Ctrl) が
表示されます。静電コントローラーは工場で電
流 (1、CUrr) に設定されており、変更することは
できません
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 222 (((リリリモモモーーートトトイイインンン
タタターーーフフフェェェイイイススス)))

セットアップ画面 2 (パラメーター P02) では、コン
トローラーが外部制御を受けるリモートインター
フェイス (bUS) を選択できます。設定を変更する
には、T5/T6 ボタンを押します。

オプションには以下のものがあります。

• 000 === oFF:oFF:oFF:ディスクリート I/O インターフェイスは
無効です (ローカル操作)。

• 111 === dio:dio:dio:ディスクリート I/O インターフェイスは
有効です。この選択項目がデフォルトです。詳
細については、ディスクリート I/O, page 21を参
照してください。

• 222 === CAn:CAn:CAn:CAN インターフェイスが有効になりま
す。CANインターフェイスはGracoモジュールと
の通信のために使われます。CANインターフェ
イスが有効になり、静電有効以外の全ての入力
が無効にされます。全ての出力が正常に機能し
ます。[ ディスクリート I/O, page 21を参照し
てください。]

注注注：：：このパラメーターにおける変化を有効にするた
めには、コントローラーの再起動を行って下さい。
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 333 (((アアアナナナロロログググ入入入力力力タタタ
イイイプププ選選選択択択)))

セットアップ画面 3 (パラメーター P03) は、ディス
クリート I/O インターフェイスのアナログ入力 (Ai)
の入力信号タイプを選択するために使用します。
設定を変更するには、T5/T6 ボタンを押します。オ
プションには以下のものがあります。

• 000 === VoLt:VoLt:VoLt:アナログ電圧入力は電圧タイプです (0
～ 10 V)。この選択項目がデフォルトです。

• 111 === CUrr:CUrr:CUrr:アナログ電流入力は電流タイプです (4
～ 20 mA)。

この設定は、ディスクリート I/O インター
フェイスの電流設定値および電圧設定値の
アナログ入力に適用されます。詳細について
は、 ディスクリート I/O, page 21を参照してくだ
さい。

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 444 (((アアアナナナロロログググ出出出力力力タタタ
イイイプププ選選選択択択)))

セットアップ画面 4 (パラメーター P04) は、ディス
クリート I/O インターフェイスのアナログ出力 (Ao)
の出力信号タイプを選択するために使用します。
設定を変更するには、T5/T6 ボタンを押します。オ
プションには以下のものがあります。

• 000 === VoLt:VoLt:VoLt:アナログ出力は電圧タイプです (0 ～
10V)。この選択項目がデフォルトです。

• 111 === CUrr:CUrr:CUrr:アナログ出力は電流タイプです (4 ～
20mA)。

この設定は、ディスクリート I/O インターフェ
イスの実スプレー電流および実スプレー電圧の
アナログ出力に適用されます。詳細について
は、 ディスクリート I/O, page 21を参照してくだ
さい。
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 555 (((デデデジジジタタタルルル出出出力力力タタタ
イイイプププ選選選択択択)))

セットアップ画面 5 (パラメーター P05) は、ディス
クリート I/O インターフェイスのデジタル出力 (do)
の出力信号タイプを選択するために使用します。
設定を変更するには、T5/T6 ボタンを押します。オ
プションには以下のものがあります。

• 000 === :デジタル出力はシンクタイプ(ネガティブロ
ジック)です。この選択項目がデフォルトです。

• 111 === :デジタル出力はソースタイプ(ポジティブブ
ロジック)です。

この設定は、ディスクリートI/Oインターフェ
イスの安全可動出力ピン、エラー出力ピン、静
電放電出力ピンに適用されます。詳細について
は、 ディスクリート I/O, page 21を参照してくだ
さい。

注注注：：：このパラメーターにおける変化を有効にするた
めには、コントローラーの再起動を行って下さい。

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面6(CAN6(CAN6(CAN目目目的的的ID)ID)ID)

セットアップ画面6(パラメーターP06)を使用して、
コントローラーのCAN目的IDを選択します。アプ
リケーター1個のシステムでは、数値を0(デフォル
ト)に設定します。アプリケーターが複数あるシス
テムでは、CAN目的IDが各アプリケーター番号に
合致するように設定します。例:

• 0 = アプリケーター1
• 1 = アプリケーター2
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 777 (((ロロログググレレレベベベルルル)))

セットアップ画面 7 (パラメーター P07) は、ログ
レベル (LoG) を選択するために使用します。これ
は、システムにどの程度の情報をログとして記録
するかを決めるもので、トラブルシューティング
でのみ使用します。設定を変更するには、T5/T6 ボ
タンを押します。0 に設定すると、何も記録しませ
ん。5 に設定すると、すべての情報を記録します。
デフォルトは 0 です。　

注注注:::ログを取るためには、microSD カードをメイン
回路基板にあるスロットに挿入する必要がありま
す。microSD カードのインストールによりソフト
ウェアの更新が行われた場合には、このカードはロ
グ用に使用することができます。カードをインス
トールしていない場合、または挿入されているか確
認する場合には、ソフトウェアの更新, page 74を
参照してください。

コントローラーは、テストの目的、または障害
を発見するために、その動作のログレポートをイ
ンストールされた microSDカードにエクスポート
することができます。

注注注:::コントローラーがオンになっているときに
microSD カードを挿入していた場合には、ロ
グメッセージはルートディレクトリのファイ
ル (MESSAGES.LOG) に記録されます。ファ
イルサイズが 32 MB に達すると、そのファイ
ルの名前は MESSAGES.1 に変更され、新しい
MESSAGES.LOG ファイルが作成されます。その
後のログファイルの名前は、順番に番号の振られ
たものになります。

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 888 (((平平平均均均間間間隔隔隔)))

セットアップ画面 8 (構成 C0) は、動的アーク検出
の計算を行うための平均間隔 (秒単位) で選択する
ために使用します。設定を変更するには、T3/T4
ボタンを押します。デフォルトは、ほとんどの応
用に適したものです。

詳細については、 アーク検出, page 55 を参照し
てください。

• 範囲は 0.01 ～ 0.5 で、0.01 刻みです。
• デフォルトは 0.10 です (図に示されています)。
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セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 999 (((ブブブララランンンククク時時時間間間)))

静電コントローラーは固定ブランク時間を採用して
います。これはこの画面で定義します。ブランク時
間は、静電気がアクティブになってからアーク検出
が有効になるまでの時間です。ブランク時間の長さ
を調整すれば、システムはブランク時間の間にフル
電圧に達することができるようになります。静電
気をアクティブにしたときにアーク検出エラーが
発生する場合には、ブランク時間を長くするか、
アーク検出パラメーターを調整して感度を下げてく
ださい。運転画面 2 (アークリミット), page 53お
よびアーク検出, page 55を参照してください。

セットアップ画面 9 (構成 C1) は、静電気がアク
ティブになった後の、アーク検出が無効のままの
時間 (ブランク時間、秒単位) を選択するために
使用します。この設定は、静電気が有効になって
から、アーク検出が有効になるまでの時間をコン
トロールします。設定を変更するには、T3/T4 ボ
タンを押します。

詳細については、 アーク検出, page 55 を参照し
てください。

• 範囲は 0.0 ～ 30.0 で、0.1 刻みです。
• 溶剤媒介システムでのデフォルトは 0.5 です (図
に示されています)。　

• 水媒介システムでのデフォルトは 10.0 です (図に
は示されていません)。　

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 101010 (((放放放電電電時時時間間間)))

セットアップ画面 10 (構成 C2) は、静電気が無効
になってから静電気電圧が放電されるまでの時間
を (秒単位で) 選択するために使用します。設定を
変更するには、T3/T4 ボタンを押します。

次の手順を用いて、放電タイマーをシステムからの
放電が確実に行われるだけの時間に設定します。

1. デフォルト値の5秒(溶剤媒介システム)または
60秒(水媒介システム)で放電タイマーをスター
トします。

2. システムの放電を、ProBell説明書334452又は
334626の、「電圧放電および接地手順」で確
認してください。

3. 許容時間内にシステムの放電が十分できていな
い場合は、ボタンT4を用いて放電を増やしま
す。手順 2 を繰り返します。　

4. システムが短時間内に十分に放電できるかどう
か確認するには、ボタンT3を用いて放電時間を
減らします。手順 2 を繰り返します。

• 範囲は 5.0 ～ 120.0 で、0.1 刻みです。
• 溶剤媒介システムでのデフォルトは 5.0 です。
• 水媒介システムでのデフォルトは 60.0 です (図に
は示されていません)。

注注注:::静電放電出力は、いつ放電時間が経過するかを
示します。 ディスクリート I/O, page 21を参照し
てください。

3A4881F 49



設定

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 111111 (((遷遷遷移移移時時時間間間)))

遷移時間は、コントローラーが静電気の状態を変更
するためにかける時間です。遷移時間は静電気が有
効にされたとき、および電圧の設定値が変更された
ときに適用されます。電圧の設定値を変更するとき
には、アーク検出はアクティブなままです。電圧
(または電流) の設定値を変更したときにアーク検出
エラーが発生する場合には、遷移時間を長くする
か、アーク検出パラメーターを調整して感度を下げ
ます。アーク検出, page 55を参照してください。

セットアップ画面 11 (構成 C3) は、静電気出力の遷
移時間 (秒単位) を設定するために使用します。こ
の設定を調整すれば、遷移時間中の煩わしいアー
ク検出エラーは起きにくくなります。設定を変更
するには、T3/T4 ボタンを押します。

• 範囲は 0.0 ～ 5.0 秒です。

• デフォルトは 0.0 です (図に示されています)。
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操操操作作作

シシシススステテテムムムののの始始始動動動

on を押してコントローラーをオンにします。　
コントローラーは常に最後に使用したときの構成
で始動します。コントローラーには運転とセッ
トアップという 2 セットの画面があります。こ
のセクションでは、静電アプリケーターを操作
するために使用する運転画面について説明しま
す。セットアップ, page 42をまだ完了していない
場合には、セットアップ画面を参照してください。

を長押しすると、運転画面とセットアップ画面
を切り替えることができます。

注注注:::運転画面を表示しているときには、最後のキー入
力から 5秒経つと、表示は運転画面 1に戻ります。

プププリリリセセセッッットトト

静電コントローラーには 251 の (P000 ～ P250)
ユーザー定義プリセットがあります。プリセット
ごとに、4 つの値を関連付けることができます。そ
れらは以下のとおりです。

• 電圧の設定値
• 電流の設定値
• 静的アークリミット
• 動的アークリミット

電圧と電流の設定値の指定方法
は、 運転画面 1 (静電気表示), page 52を参
照してください。アークリミットの指定方法
は、 運転画面 2 (アークリミット), page 53を参
照してください。

注注注:::ディスクリートI/Oインターフェイスでアクセ
スできるのはプリセット P000 ～ P003 だけです。
CANインターフェイスはプリセットP000でのみ操
作できます。ローカルモードではすべてのプリセッ
ト (P000 ～ P250) にアクセスできます。
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運運運転転転画画画面面面 111 (((静静静電電電気気気表表表示示示)))

感電の危険を避けるため、静電コントローラー
の表示値で、システムが放電済みかどうかを判
断しないでください。コントローラーが電圧を
表示するのは、アプリケーターの電源が動作し
ている場合だけです。アプリケーターの説明書
に記されている流体電圧放電と接地の手順に
従ってください。

運転画面 1 は静電アプリケーターの主画面です。
この画面にはアクティブなプリセット (A5) および
電圧 (A1) と電流 (A2) の設定値が表示されます。ま
た、静電気をアクティブ/トリガーしたときには、
この画面には kV と μA での実際の値が表示されま
す。実際の値は緑で表示されます。

プリセットごとの電圧 (A1) と電流 (A2) の設定値を
設定するには、この画面を使用します。設定値は黒
で表示されます。設定値は、実際の値が表示されて
いるときに、対応する および キーを押して
変更できます。また、 または キーを 1回押し
て、これらの設定値を表示することもできます。
注注注::: リモート操作時には、表示キーを使用してこれ
らの値を変更することはできません。

注注注::: 電圧設定点（A1）あるいは電流設定点（A2)が
ゼロに設定されていると、静電気を有効化しても
静電気はオンになりません。

を押してプリセットを選択します (P000 ～
P250)。

を押してエラーコードを確認します。

場場場所所所 説説説明明明 単単単位位位　　　 範範範囲囲囲 デデデフフフォォォルルルトトト
A1 黒黒黒:::電圧設定値

緑:スプレー電圧
kV 0 ～ 100kV (溶剤

媒介)
0 ～ 60kV (水媒
介)

0kV

A2 黒黒黒:::電流設定値
緑:スプレー電流

μA 0–150 μA 0μA

A3–A4 無し — — —
A5 アクティブなプリセット、エラー診

断、またはステータス
— — —
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運運運転転転画画画面面面 222 (((アアアーーークククリリリミミミッッットトト)))

運転画面 2は静電アプリケーターのサブ画面です。
この画面には、アクティブなプリセット、アーク検
出リミット、および画面のバックライトの明るさが
表示されます。 画面のバックライトの明るさは 0
～ 8 に設定できます。0 がオフで、8 が最も明るく
なります。注注注:::5 分間操作しないでいると、画面は自
動的に暗くなります。画面のバックライトの明るさ
は、工場設定値を復元してもリセットされません。

アーク検出は、静電コントローラーの安全機能
です。アーク検出は、接地された物体が静電スプ
レー装置に近づきすぎたとき、そのことを検出しま
す。このようなことが起こると、コントローラー
は、静電気放電を生じさせないために静電気の発
生を遮断します。

静的アークリミットは、固定された、またはゆっ
くり移動する接地物体を検出します。動的アーク
リミットは、高速で移動する接地物体を検出しま
す。静的アークリミットと動的アークリミットは
両方とも、値の低い方が高い方よりも感度が高く
なります。

詳細については、 アーク検出, page 55を参照し
てください。

注注注:::アーク検出の設定はデフォルトから変更しない
ことを推奨します。変更することを望む場合には、
プリセットごとに個別に設定する必要があります。

設定点がロックされています。設定点を変えるに
は、同時にT1/T2の両方を長押しするか、T3/T4矢
印の両方を長押しします。設定点の数字が赤くな
ります。T1とT2の矢印で静的アークリミットを変
更します。T3とT4の矢印で動的アークリミットを
変更します。4秒後又は画面終了時にアーク検出パ
ラメータが再ロックされます。

場場場所所所 説説説明明明 範範範囲囲囲　　　 デデデフフフォォォルルルトトト
A1 静的アークリミット 0.1–2 nS 1.4 nS
A2 動的アークリミット 0.1–4 nS/s 2.0 nS/s
A3 無し — —
A4 画面バックライトの明るさ 0–8 5
A5 アクティブなプリセット、エラー診断、ま

たはステータス
— —
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運運運転転転画画画面面面 333 (((保保保守守守カカカウウウンンンタタターーー)))

運転画面 3 は保守用の画面です。この画面には、4
つの保守カウンターと、リセットできない 1 つの
トリガーカウンターがあります。

保守カウンターにダッシュが表示されているとき
には、監視は無効になっています。数字が表示さ
れているときには、保守カウンターはサービス期
日までの残り日数を示しています。

注注注:::保守カウンターは、静電気がアクティブ/トリ
ガーされているときにのみ有効になります。

注注注:::トリガーカウンターには、静電気が接続された
電源でアクティブになった時間の長さが日数で表
示されます。これはクリアーできません。小数点
以下の 1 桁目は経過時間の 2.4 時間に相当します。

監視を有効にするには:無効になっているカウン
ターに対応する と を同時に押します。最初
に有効にしたときには、初期値として 1 が表示さ
れます。それ以前に監視を有効にしていた場合に
は、最後に保存された値が表示されます。摩耗す
る部品ごとに、希望するサービス寿命を と
で設定してください。

有効になっているカウンターに対応する と を
同時に押します。

選択したサービス寿命を過ぎている場合、カウン
ターには負の数値が表示されます。service のシ

ンボルも表示されます。　コントローラーの動作
は停止しません。

注注注:::保守カウンター、状態 (アクティブ/非アクティ
ブ)、および設定値は、工場設定値を復元しても
リセットされません。

記記記号号号 機機機能能能 単単単位位位　　　 範範範囲囲囲
A1–A4 メンテナンスカウンター 1 ～ 4 日 0.1-500
A5 トリガーカウンター、エラー診断、またはス

テータス
日 —
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アアアーーーククク検検検出出出

ワークへのアーク放電を防ぐための主な方法は、ア
プリケーターの帯電構成部品とワークの距離を常に
最低15.2 cm (6 インチ) は保つことです。加えて、
静電コントローラーには、アーク検出と呼ばれる機
能が備わっています。コントローラーがアークの生
じやすい条件を検出すると、アーク検出回路が電源
駆動回路を無効にし、アーク検出エラーを出しま
す。ユーザーまたは PLC によりエラーが確認され
るまでは、電源駆動回路は無効のままになります。
アーク検出回路はアーク発生のリスク低減に役立
ちますが、常に最低15.2 cm (6 インチ) の安全距離
を保って下さい。

アアアーーーククク検検検出出出機機機能能能のののチチチェェェッッッククク

試験中の火事や爆発を防ぐために、危険区域に
あるスプレー装置は全てオフにし、危険区域の
換気ファンを運転する必要があります。その区
域に(ふたの開いた溶剤容器やスプレー時の煙霧
など)可燃性蒸気が存在しない時のみ試験を実施
して下さい。

アーク検出が正しく運転していることを確認するた
めに、EN標準50176の試験手順に従って下さい。
試験は、運転前にすべてのシステムパラメーターが
設定された後に実施します。アーク検出試験は定
期的に繰り返し、また、システムのパラメーター
を変えた後も実施する必要があります。少なくと
も年1回は実施して下さい。試験では、装置が静
電アークの可能性を検出し、火花が放出される前
に静電気をオフにできるよう、アーク検出が正し
く行われていることを検証します。エラーコード
H15、H16、H17、または H18 のいずれかが表示さ
れている必要があります。試験方法の一例が次の2
つのセクションに記載されています。最初に固定
式/レシプロケーター型システムの例、その次にロ
ボット搭載型システムの例を示します。

定定定置置置型型型市市市シシシススステテテムムムとととレレレシシシプププロロロケケケーーータタターーー

ロボット搭載型システム(次のセクション)に関し
ては一般的な手順に従って下さい。ただし、接地
プレート又はロッド付き定置カップには、生産状
態をシミュレートする速度にてマニュアルでアプ
ローチして下さい。

ロロロボボボッッットトト搭搭搭載載載型型型シシシススステテテムムム

別売りの接地試験プレートキット 25C424で試験
を実施できます。それ以外にも、このイラストで

指定する要件に合致する接地済みプレートも使え
ます。試験はアプリケータに液体を入れずに実施
し、成形エアをオフにしておく必要があります。

1. 操作環境の温度、相対湿度、空気圧を記録しま
す。

2. 試験プレートをカップ中央に揃うように置きま
す。にあるイラスト図を参照ください。

3. 試験プレートは大地アースに接続します。
4. 開始時の試験プレートとカップ電極間の間隔

は、システムの設定出力電圧の0.5 cm/kVに設
定します。例えば、出力電圧が50 kVに設定さ
れている場合、プレートとカップは少なくとも
25 cm (10 in.)以上離します。

5. ロボットの接近速度は、スプレー運転中のロ
ボット最大移動速度の1.2倍で、少なくとも500
mm/秒になるように設定します。

6. 静電気をアクティブにし、接地済みターゲッ
トを1cm以内に近づけます。

7. 試験は5回実施します。各回、電極間に目に見
えるスパークが出る前に静電気をオフにする
必要があります。

8. 試験に合格するよう、必要に応じて
アーク検出設定の感受性を上下させま
す。 アーク検出の調整, page 56を参照してく
ださい。

スプレー操作中は、15.2 cm (6 in) の最低安全距離
を維持して下さい。

アーク検知機能の正しい操作を定期的にテスト
し、火災および爆発を防ぎます。テストは6カ月
毎およびシステムパラメーターの変更があった
際は、繰り返し行って下さい。
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アアアーーーククク検検検出出出ののの調調調整整整

アーク検出性能を調節するために、次のパラメータを変更することができます。

設定 注記

静静静的的的アアアーーークククリリリミミミッッットトト***

運転画面 2 (アークリミット),
page 53、場所 A1 で表示また
は変更を行います。

範囲：0.1–2 nS
　値を小さくすると感度は上がり、接地された物体がアプリケーターに
近づいたとき、静電気は早く無効になります。値を大きくすると感度は
下がり、煩わしいエラーは起きにくくなります。この数値は動く速度の
遅いターゲットに適した数値です。

動動動的的的アアアーーークククリリリミミミッッットトト***

運転画面 2 (アークリミット),
page 53、場所 A2 で表示また
は変更を行います。

範囲：0.1–4 nS/s
値を小さくすると感度は上がり、接地された物体がアプリケーターに高
速で近づいたとき、静電気は早く無効になります。値を大きくすると感
度は下がり、煩わしいエラーは起きにくくなります。

電電電圧圧圧設設設定定定値値値
運転画面 2 (アークリミット),
page 53、場所 A1 で表示また
は変更を行います。

範囲：0–100kV (溶剤媒介型)又は0–60kV (水媒介型)
静的または動的リミットの数値を変更しても感度が十分でない場合
は、電圧を下げて下さい。

平平平均均均化化化間間間隔隔隔
セットアップ画面8 (平均間隔),
page 48、構成C0で表示また
は変更を行います。

範囲：0.01で0.01–0.5 s
全てのプリセットに有効です。平均化間隔を設定して、動的アークリ
ミットの感度を上げます。この設定を低くすれば、動的アークリミッ
ト設定そのものの感度よりも高くなります。デフォルトの平均のしき
い値は、ほとんどの応用に適したものです。

ブブブララランンンククク時時時間間間
セットアップ画面 9
(ブランク時間), page 49、構
成C1で表示または変更を行い
ます。

範囲：0.0で0.1-30.0 s
全てのプリセットに有効です。静電気がアクティブになってから、ブラ
ンク時間が経過するまでは、アーク検出は抑制されます。設定を調整す
れば、システムはブランク時間の間にフル電圧に達することができるよ
うになります。静電気をアクティブにしたときにアーク検出エラーが発
生する場合には、ブランク時間を長くして下さい。感度を上げる時はブ
ランク時間を短縮して下さい。
アーク検出はブランク時間中は無効になっています。

• 静電気は、アプリケーターが安全位置にある場合にのみアクティブ
にしてください。

• ブランク時間が経過して、アーク検出がアクティブになるまでは、ア
プリケーターを安全位置から移動しないでください。

アプリケーターのモーションコントロールを行うには、コントローラー
とデバイスの間のインターロック信号を使用してください。詳細につい
ては、安全位置モード, page 31 を参照してください。

移移移行行行時時時間間間
セットアップ画面 11
(遷移時間), page 50、構
成C3で表示または変更を行い
ます。

範囲：0.0で0.1-5.0 s
全てのプリセットに有効です。電圧(又は電力)設定値を変えてアーク検
出エラーが起きる時は、移行時間を増やして下さい。この設定を調整す
れば、遷移時間中の煩わしいアーク検出エラーは起きにくくなります。

* プリセットごとに設定する必要があります。
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ララライイイブブブアアアーーーククク検検検知知知値値値

実行画面１のSELボタンを長押しして下さい。ボ
タンを押すと画面は実行画面２に移り移ります。
画面が実行画面３に変更されるまで押し続けて下
さい。SELボタンをもう一度押して実行画面１に
戻ります。ここで二個の追加された番号が画面に
示されます。

実行画面１では、最上位の数字はkV、第二の数字
はuA、第三の数字は静電アーク検知用のライブ
値であり、最下位の数字は動的アーク検知用のラ
イブ値です。

通常の操作では、ライブアーク検知値は実行画
面２のアーク検知リミットの下にあります。ライ
ブアーク検知値が検知リミット設定点を超えた場
合は検知エラーが発生します。ライブアーク検知
エラーが発生すると、ライブアーク検知値は画面
にてフリーズします。これにより、エラー発生時
の最大アーク検知値が分かりアーク値の正しい設
定の参考となります。

通常操作中の生の静的および動的アーク値を観察し
て下さい。静的および動的アーク検知リミットは画
面にある最大の数よりも少し高く設定して下さい。

面倒なアーク検知エラーが続くようであれば、面
倒なアーク検知が発生する状況中の静的および動
的アーク値を観察して下さい。（これはアーク検
知エラーが発生するべきではない状況にも拘わら

ず発生する状況です。）静的および動的アーク検
知リミットは画面にある最大の数よりも少し高く
設定して下さい。

注：コントローラーの電源が切れると、ライブアー
ク検知値をもう一度有効化する必要があります。
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画面マップ

画画画面面面マママッッップププ
運運運転転転 セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 000 ～～～ 777 (((パパパラララ

メメメーーータタターーー)))
セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 888 ～～～ 111111 (((構構構成成成)))

いずれかのセットアップ画面
で、 を 5 秒間長押しします。
電源投入時にも表示されます。

いずれかの運転画面で、 を
5 秒間長押しします。または、
セットアップ画面 8 ～ 11 で
を押します。静電コントロー
ラーで実装されていない画面は
表示されません。

セットアップ画面 0 ～ 7 で
を押します。

溶剤媒介

または

水媒介

T1/T2 T1/T2
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運運運転転転 セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 000 ～～～ 777 (((パパパラララ
メメメーーータタターーー)))

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 888 ～～～ 111111 (((構構構成成成)))

T1/T2 T1/T2

T1/T2 T1/T2

T1/T2 T1/T2
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運運運転転転 セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 000 ～～～ 777 (((パパパラララ
メメメーーータタターーー)))

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 888 ～～～ 111111 (((構構構成成成)))

T1/T2

T1/T2

T1/T2
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運運運転転転 セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 000 ～～～ 777 (((パパパラララ
メメメーーータタターーー)))

セセセッッットトトアアアッッップププ画画画面面面 888 ～～～ 111111 (((構構構成成成)))

T1/T2
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トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

エエエラララーーーコココーーードドド

静電コントローラーの状態は常に監視されていま
す。エラーが検出されると、エラーコードにより
エラーメッセージが示されます。

エラーコードは A5 ディスプレイの位置に赤色で表
示されます。

最新の 4回分のエラーコードが、表示された順に記
憶されています。リストのそれぞれのエラーは、

キーで確認する必要があります。エラーコー
ドが表示されている場合には、 キーを他の機
能のために使用することはできません。

下の表は、静電コントローラーで表示される可能
性のあるエラーコードを示しています。

理理理由由由コココーーードドド
エラーメッセージに加えて、一部のエラーコード
（例えばＨ８１）には理由コードとして追加的な
情報が表示されています。Ａ５ディスプレーにエ
ラーコードが示された場合は、同時に キーおよ

び ボタンを押して四桁の理由コードをご確認
下さい。キーを押している間は、理由コードが表
示されます。ボタンを押しても４桁の理由コード
が示されない場合は、エラーコードには理由コー
ドがありません。理由コードの診断についてのお
手伝いが必要な場合は、Gracoテクニカルアシスタ
ンスにご連絡下さい。

コココーーードドド 説説説明明明 発発発生生生ののの基基基準準準 コココンンントトトロロローーー
ラララーーーののの動動動作作作

解解解決決決法法法

静静静電電電気気気
H11

理由
コード
0001

アプリケーター
の故障

コントローラーはアプリケー
ターからの電流を検出してい
ません。または、検出した電
流が小さすぎます。

ストップ

理由
コード
0002

アプリケーター
の不具合

コントローラは高電流を検出
します。

ストップ

• アプリケーターのケーブル接続を検
証し、電源ケーブルの導通を検査し
（電源ケーブルの接続, page 66参
照）、必要に応じてケーブルを交
換して下さい。

• 必要であれば、アプリケーターの
電源ケーブルまたはアプリケー
ターの電源を交換します。

理由
コード
0003

アプリケーター
の不具合

コントローラはアプリケー
ターの高温を検出します。

ストップ

理由
コード
0004

アプリケーター
の不具合

コントローラはアプリケー
ターの高入力電圧を検出しま
す。

ストップ
• アプリケーターの電源供給を交換
してください。
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コココーーードドド 説説説明明明 発発発生生生ののの基基基準準準 コココンンントトトロロローーー
ラララーーーののの動動動作作作

解解解決決決法法法

H12 スプレー電流の
オフセットが高
い

コントローラーが高オフ状態
の電流を検出 。 このエラー
は、吐出中の水系システムの
通常の動作中、または複数の
アプリケータが同じ流体供給
源に接続されているときに発
生する可能性があります。

ストップ • アプリケーターのケーブル接続を検
証し、電源ケーブルの導通を検査し
（電源ケーブルの接続, page 66参
照）、必要に応じてケーブルを交
換して下さい。

• 必要であれば、アプリケーターの
電源ケーブルを交換します。

• コントローラー内の全接続を確認
して下さい。

• 必要であればメインボードを交換
します。

• システムの接地を確認します。
H13 アプリケーター

の電源の過電圧
アプリケーターの電圧が高す
ぎます。

ストップ • アプリケーターのケーブル接続を検
証し、電源ケーブルの導通を検査し
（電源ケーブルの接続, page 66参
照）、必要に応じてケーブルを交
換して下さい。

• 必要であれば、アプリケーターの
電源ケーブルまたはアプリケー
ターの電源を交換します。

H14 スプレー電流の
地絡

コントローラーがシャシと地
面間に短絡を検知しました。

ストップ • アプリケーターのケーブル接続を検
証し、電源ケーブルの導通を検査し
（電源ケーブルの接続, page 66参
照）、必要に応じてケーブルを交
換して下さい。

• 必要であれば、アプリケーターの
電源ケーブルを交換します。

• コントローラー内の全接続を確認
して下さい。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H15 アーク検出の静
的リミット

静的アーク検出しきい値を超
えました。接地した物体の位
置が、アプリケーターに近す
ぎます。

ストップ • 部品との最短距離を確認します。
• 塗料の導電性を確認します。
• 静的アーク検出に関連したス
プレーパラメーターを確認しま
す。運転画面 2 (アークリミット),
page 53を参照のこと。

H16 アーク検出の動
的リミット

動的アーク検出しきい値を超
えました。接地された物体が
アプリケーターに近づく速度
が速すぎます。

ストップ • 最も速く移動する部品を確認し
ます。

• 塗料の導電性を確認します。
• 動的アーク検出に関連したス
プレーパラメーターを確認しま
す。運転画面 2 (アークリミット),
page 53を参照のこと。
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コココーーードドド 説説説明明明 発発発生生生ののの基基基準準準 コココンンントトトロロローーー
ラララーーーののの動動動作作作

解解解決決決法法法

H17 アーク検出の両
方のリミット

接地された物体がアプリケー
ターに近づく速度が速すぎ、
近すぎる位置に来ています。

ストップ

H18 未特定のアーク
検出

特定されていない理由でアー
ク検出がトリガーされまし
た。

ストップ

H19 アーク検出の駆
動電圧

電力供給の駆動電圧の上昇が
速すぎます。

ストップ

• 部品との最短距離を確認します。
• 最も速く移動する部品を確認し
ます。

• 塗料の導電性を確認します。
• アーク検出に関連したスプ
レーパラメーターを確認しま
す。運転画面 2 (アークリミット),
page 53を参照のこと。

H91 電源通信エラー コントローラーと電源の間の
通信で障害が発生しました。

ストップ • アプリケーターのケーブル接続を検
証し、電源ケーブルの導通を検査し
（電源ケーブルの接続, page 66参
照）、必要に応じてケーブルを交
換して下さい。

• 必要であれば、アプリケーターの
電源ケーブルまたはアプリケー
ターの電源を交換します。

内内内部部部コココンンントトトロロローーーラララーーーエエエラララーーー
H20 コントローラー

のメインボード
の電圧許容範囲

オンボードで生成された電圧
が許容値を超えています。

無し

H21 コントローラー
のメインボード
の電圧障害

24V 電源が 21V 未満に下がり
ました。注記:エラーコードは
表示されず、ログのみです。

遮断

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 電源が良好か確認します。
• 必要であれば、24VDCのボードま
たは電源ボードを交換します。

H24 メモリーの内容
が不正

マジックナンバーが期待され
る値と異なっています。

デフォルト
に初期化

H25 メモリーの書き
込みタイムアウ
ト

EEPROM の書き込み時間が
10ms を越えました。

無し

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H26 メモリーシャッ
トダウンエラー

パワーオフ時に書き込まれる
データが EEPROM に正常に
保存されませんでした。

無し • 設定の変更後、直ちにコントロー
ラーの電源をオフにすることは避
けます。

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H27 メモリー検証エ
ラー

EEPROM に書き込まれたデー
タの検証に失敗しました。

無し • コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H80 安全コントロー
ラー通信エラー

応答がありません/リクエスト
がタイムアウトしましたコマ
ンド実行でエラーが報告され
ました。応答データがマッチ
しません

ストップ

H81 セーフティコ
ントローラーの
セルフテストエ
ラー

セーフティコントローラーに
よるセルフテストでエラーが
検出されました。

ストップ

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• エラーをクリアして下さい。もう
１度発生した場合は、ご連絡くだ
さい。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H82 セーフティコン
トローラーが動
作していない

ハートビートメッセージがタ
イムアウトしました。

ストップ • コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。
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コココーーードドド 説説説明明明 発発発生生生ののの基基基準準準 コココンンントトトロロローーー
ラララーーーののの動動動作作作

解解解決決決法法法

H83 24 VDCインター
ロック不明

静電気操作中に24 VDCイン
ターロックが外されました

ストップ • DIOケーブルの接続を確認してく
ださい。

• 接続のインターロックされた装置
が機能しているかを確認します。

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H84 安全コントロー
ラーの更新が必
要

安全コントローラーのファー
ムウェアの更新が必要です。

無し • コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• ソフトウェアのバージョンを確認
し、必要であればアップデートし
ます。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H85 安全な位置では
ありません。

アプリケーターが安全位置に
ない間に静電気をオンにしよ
うとしています。

ストップ • DIOケーブルの接続を確認してく
ださい。

• 接続のインターロックされた装置
が機能しているかを確認します。

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H86 有効なパラメー
ターが設定され
ていません。

有効なアーク検出パラメータ
が設定されていない時にの静
電気をオンにしようとしてい
ます。

ストップ • コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• ソフトウェアのバージョンを確認
し、必要であればアップグレード
します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H87 キューのオー
バーフロー送信

同時的なメッセージ送信のリ
クエストが多すぎます。

ストップ • コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H88 デジタル出力タ
イプが設定され
ていません。

デジタル出力タイプが配備さ
れていない時に静電気をオン
にしようとしています。

ストップ

H90 ベルコントロー
ラー通信エラー

応答がありません/リクエスト
がタイムアウトしましたコマ
ンド実行でエラーが報告され
ました。応答データがマッチ
しません

無し

H92 ベルコントロー
ラーが動作して
いない

ハートビートメッセージがタ
イムアウトしました。

ストップ

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• ソフトウェアのバージョンを確認
し、必要であればアップグレード
します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

H94 ベルコントロー
ラーの更新が必
要

アプリケーターコントロー
ラーのファームウェアが更新
を要求しています。

無し • ソフトウェアのバージョンを確認
して更新します。

H95 無効なアプリ
ケータータイプ
が検出された

コントローラーに間違った電
源が接続されています。

ストップ • 電源がこのコントローラーと組み
合わせて使用するためのものか確
認します。
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トラブルシューティング

コココーーードドド 説説説明明明 発発発生生生ののの基基基準準準 コココンンントトトロロローーー
ラララーーーののの動動動作作作

解解解決決決法法法

GracoGracoGraco CANCANCANバババスススのののエエエラララーーー
H40 CANバスのオフ 恒常的なバス・エラーのため

に、CANコントローラーが
バス・オフ状態になっていま
す。

ストップ

H41 CANエラー・
パッシブ

反復的なバス・エラーのため
に、CANコントローラーがエ
ラー・パッシブ状態になって
います。

ストップ

H42 CANの受信が
オーバーフロー

CANメッセージの到着が速す
ぎます。

ストップ

H43 CANの受信が
FIFOオーバーフ
ロー

CANのメッセージが速く到着
しすぎて、受信キューに移動
できません。

ストップ

H44 CANマスターが
起動していない

CANマスターが要求される
インターバル以内でRemote
Operation Enable DVAR の書
き換えを行うのに失敗しまし
た。

リモート操
作をストッ
プして、時
間をおきま
す。

• 設定画面2のパラメータP02がCAN
モードに設定されており、設定画
面6のパラメータP06が正確である
ことを確認します。

• CANケーブルの接続を確認してく
ださい。

• CAN装置が接続されており、機能
していることを確認して下さい。

• 必要であればCANボードを交換
します。

そそそののの他他他のののエエエラララーーー　これらはログに記録されますが、再起動のために実際に目にすることはないでしょう。
H901 アサーションエ

ラー
必須の前提条件が満たされて
いません。

再起動

H902 メモリー不足 メモリー割り当てに失敗しま
した。

再起動

H903 監視機能のタイ
ムアウト

監視機能に対するサービス
が時間どおり行われていませ
ん。

再起動

H904 スタックオー
バーフロー

スタックオーバーフローが検
出されました。

再起動

H905 ハードフォール
トエラー

CPU がハードフォールトを検
出しました。

再起動

H999 その他のフェー
タルエラー

未特定のフェータルエラーで
す。

再起動

• コントローラー内部のすべての接
続が正常か確認します。

• コントローラーを再起動します。
• ソフトウェアのバージョンを確認
し、必要であればアップグレード
します。

• 必要であればメインボードを交換
します。

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続

アプリケーターの電源ケーブルが損傷していないこ
とを確認するために、ケーブルの電気的完全性を
検証することが必要な場合があります。接続性を
チェックするには、以下の手順に従ってください。

1. システムの電源をオフにします。
2. アプリケーターから電源ケーブルを取り外しま

す。

3. 接続, page 19に記されている、ケーブルの模
式図を参照してください:オームメーターを使
用し、それぞれのコネクタのそれぞれのピン
で、記されている他のすべてのピンについて、
ピンの間に示されているとおりの接続性があ
るか、または絶縁性が保たれているかチェッ
クします。
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修理

修修修理理理
このコントローラーで使用されている個々の品目を
修理することはできません。故障した場合には、
交換することが必要です。修理キットのリストに
ついては、部品, page 76を参照してください。

注注注意意意

コントロールボックスの整備中に回路基板の損
傷を避けるために、手首には部品番号 112190
接地ストラップを付けて、毎回、適切に接地し
てください。

配配配電電電盤盤盤ヒヒヒュュューーーズズズ交交交換換換

1. システムの電源を切ります。 適正なロックア
ウト/タグアウト手順に従ってください。

2. プラスドライバを使って、フロントアクセスカ
バーを支えている4本のねじを緩めます。前面
アクセスカバーを慎重に外します。

3. 配電盤とヒューズF1を確認します。

4. カバーを縦方向にゆっくりとひねって、ヒュー
ズF1からカバーを外します。
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修理

5. ヒューズが切れていることを確認します。 マ
ルチメーターをオームモードと導電モードで
使用します。 マルチメーターのリード線を、
金属キャップ上のヒューズの各サイドにつな
ぎます。 ヒューズが切れている場合は、目盛
りが「オープン」になります。 正常なヒュー
ズの場合は、目盛りが「<10 Ohms 」または
「短絡」になります。

6. 切れている場合は、そのヒューズF1を引っ張り
上げてホルダーから外します。 切れたヒュー
ズを、指定した種類、電流、電圧定格の新しい
ものに取り替えます。

ヒューズ交換キット 25E312 (Qty 5)

種類 Ceramic 5x20mm
Time-Lag T

電流 2A

電圧定格 250VAC/300VDC

7. ヒューズとホルダーの上にカバーを取り付けま
す。パチンと音がするまで押します。

8. コントローラーのアクセスカバーを取り付けま
す。

9. ねじで前面アクセスカバーを固定します。
10. 電源を再度入れます。 コントローラーのス

イッチを入れます。
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修理

メメメイイインンン回回回路路路基基基板板板、、、配配配電電電盤盤盤、、、LEDLEDLEDパパパネネネルルル、、、まままたたたはははキキキーーーパパパッッッドドドのののメメメンンンブブブレレレンンンパパパ
ネネネルルルををを外外外すすす

1. コントローラーからすべての外部接続を外しま
す。

2. 4 mm (1/8”)アレンレンチを使って、コントロー
ラーから取り付け面またはブラケットを外し
ます。 注: コントローラーが作業台上にあれ
ば、作業に最適です。

3. プラスドライバを使って、前面アクセスカバー
を支えている4本のねじを緩めます。前面アク
セスカバーを慎重に外します。

4. メイン回路基板の接続を外します。

a. 3本の緑コネクタ(G)を外します。手でコネ
クタを横方向に小刻みにゆっくりと動か
し、緩めて外します。

b. マイナスドライバーを使って、3本の黒コ
ネクタ(B)を緩めます。 手でコネクタを横
方向に小刻みにゆっくりと動かし、緩めて
外します。

c. 2本の白リボンケーブル(W)から損傷緩和バ
ンドを外します。パチンという音を立てて
その位置から外れるまでコネクタの先端を
上方向に小刻みに動かし、リボンケーブル
を緩めます。 (コネクタは回路基板上にと
どまります)コネクタからリボンケーブルを
ゆっくりと引き出します。
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修理

5. 配電盤(PB)や電源盤(PS)とつないでいるケーブ
ル接続を外すと、作業が楽になります。 (電源
はコントローラーハウジングにあります)

a. 配電盤上の大緑コネクタ(LG)を外します。
これはメイン基板の下に取り付けられてい
ます。 手でコネクタを横方向に小刻みに
ゆっくりと動かし、緩めて外します。

b. 電源につながっているコントローラーハウ
ジング内部から白コネクタ(WC)を外しま
す。手でコネクタを横方向に小刻みにゆっ
くりと動かし、緩めて外します。

6. メイン基板は4本のエイコーンナット(AC)と4
本のワッシャで所定の位置に固定されていま
す。 5 mm (7/32”)ソケットを使ってナットと
ワッシャを外し、基板を支持棒から慎重に引
き上げます。

7. 配電盤は4本のエイコーンナット(AC)と4本の
ワッシャで所定の位置に固定されています。
配電盤の交換が必要な場合は、5 mm (7/32”)ソ
ケットを使ってナットとワッシャを外し、基板
を支持棒から慎重に引き上げます。

8. LCDパネルの交換が必要な場合は、4つのス
ペーサーを外し、LCDパネルを支持棒から引
き上げます。
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修理

9. キーパッドのメンブレンパネルの交換が必要な
場合は、2本の十字ねじを外し、メンブレンパ
ネルを引き上げます。

10. メンブレンパネルを外して交換したら、2本の
十字ねじで締め付けます。

11. LCDパネルを外したら、適切な方向に向けて
支持棒上に据え付けます。支持棒上の4つのス
ペーサーを取り替えます。

12. 配電盤を外したら、それを適切な方向に向け
て支持棒上に据え付けます。 各支持棒のワッ
シャとエイコーンナットを取り替えます。 手
でしっかり締めます。

13. メイン基板を外したら、それを適切な方向に
向けて支持棒上に据え付けます。 各支持棒の
ワッシャとエイコーンナットを取り替えます。
手でしっかり締めます。

14. ケーブル接続を外したら、配電盤(PB)と電源
盤(PS)につながっている2つの追加ケーブル
接続を取り替えます。

a. 配電盤上の大緑(LG)コネクタを交換しま
す。 これはメイン基板(MB)の下に取り付
けられています。キーイング機能に気を配
り、手で押し込みます。

b. 電源盤の白コネクタ(WC)を交換します。
これはコントローラーハウジングの内部に
取り付けられています。キーイング機能に
気を配り、手で押し込みます。

15. メイン基板の接続を取り替えます。

a. 3つのメイン基板の緑接続(G)を取り替えま
す。キーイング機能に気を配り、手で押し
込みます。

b. 3つのメイン基板の黒接続(B)を取り替えま
す。キーイング機能に気を配り、手で押し
込みます。

c. 2つのメイン基板の白リボン接続(W)を取り
替えます。コネクタの先端は、その上方向
にそっと引き上げて緩みを与えるように
してください。

d. リボンケーブルを奥に行きつくまでコネク
タに押し込みます。

e. ロックされるまでコネクタの先端を盤の下
方向に押し込みます。

f. リボンケーブルとコネクタ上の損傷緩和バ
ンドを取り替えます。

g. その上でそっと引き上げ、リボンケーブル
が該当箇所にロックされていることを確
認します。

16. すべて接続したら、コネクタハウジング上の前
面アクセスカバーを慎重に交換します。 作業
の際、ケーブルがねじれたりしないようにし
てください。

17. プラスドライバを使って、前面アクセスカバー
を支えている4本のねじを締めます。

18. コントローラーにつながっている外部接続を
取り替えます。 再稼働前に電源につなぎ、コ
ントローラーをオンにして、設定を再度読み
込んでください。
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電電電源源源ののの取取取りりり外外外ししし

1. システムの電源を切ります。
2. 4 本のネジを外し、背面アクセスカバーを取

り外します。

3. 図のように、電源ボードから 2 本の電気コネク
ターを取り外します。

4. てこを使う場合のように力を入れながら、図
のように電源ボードを注意深く４ 個の保持ク
リップから外し、ボードを取り外します。
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CANCANCANののの取取取りりり外外外ししし

1. システムの電源を切ります。
2. 4 本のネジを外し、コントローラーのアクセス

カバーを取り外します。

3. CANの接続部をネジ回しで外します。

4. コントローラー底部のCANの接続部のナット
を外します。

5. CAN接続部を押して、丁寧にCANボードを外
します。
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ソソソフフフトトトウウウェェェアアアののの更更更新新新

注注注:::ソフトウェアの更新を開始する前に、このシス
テムで塗布される特定の材料に対して使用されるよ
うに定義されたプリセット設定を、書面に書き写し
ておいてください。これにより、ソフトウェアの更
新によりプリセットが工場出荷時設定にリセットさ
れた場合でも、情報を復元することができます。

1. ソフトウェア更新ファイルを入手します
(17B730.zip)。ファイルを zip 展開します。更
新には 1 つまたは複数のファイルが必要な場合
があります。すべてのファイルをmicroSD カー
ドのルートディレクトリに置いてください。
注注注:::microSD カードがすでにメインボードに挿
入されていた場合には、この手中は手順 4 の後
に実行する必要があります。
注:サポートできる microSD カードのメモリー
サイズには次のような制限があります。

種種種類類類 最最最大大大

SD 2 GB

SDHC 32 GB

FAT32 ファイルフォーマットでフォーマッ
トされていない限り、SDXC カードは使用
しないでください。

2. 静電コントローラーをオフにして、システム
から電源を外します。

3. 4 本のネジを外し、コントローラーのアクセス
カバーを取り外します。

4. メインボードの上方にある microSD カードス
ロットの場所を確認し、ソフトウェア更新の書
き込まれた microSD カードを挿入します。

5. 注意しながらコントローラーのアクセスカバー
をコントローラーの筐体にはめ込みます。ネ
ジ止めはしないでください。

6. 静電コントローラーに電源を入れ、on ボタン
を押します。画面は点滅します。再プログラミ
ングが完了すると、donE と表示されます。　

74 3A4881F



修理

7. 任意のボタンを押すと、通常の操作状態に戻
ります。

8. と を同時に押して、ソフトウェアの
バージョンを確認します。

9. 静電コントローラーをオフにして、システム
から電源を外します。

10. 必要であれば、microSD カードをスロットか
ら取り出します。または、別の microSD と
入れ替えます。microSD カードをスロットに
入れておけば、コントローラーはログファ
イルを保存できます。ログの詳細について
は、セットアップ画面7 (ログレベル), page 48を
参照してください。

11. コントローラーのアクセスカバーを取り付けま
す。

12. ネジで前面アクセスカバーを固定します。
13. 電源を接続して、静電コントローラーをオン

にします。
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部部部品品品
静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーー　　　24Z09824Z09824Z098 (((溶溶溶剤剤剤媒媒媒介介介シシシススステテテムムム)))
おおおよよよびびび24Z09924Z09924Z099 (((水水水媒媒媒介介介シシシススステテテムムム)))

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

17H039 ディスクリート I/O ケーブル(含
まれる)

223547 接地ワイヤ (含まれる)

24Y335 静電コントローラーの電源コー
ド (含まれる)

— — — CANフェライト

修修修理理理キキキッッットトト

取り外しと取り付けについては 修理, page 67を
参照して下さい。

キキキッッットトト番番番号号号 説説説明明明

25C425 メインボード、溶剤媒介システム
のみ

25C426 メインボード、水媒介システムのみ

17H286 電源ボード

17H285 電源供給ボード

17H283 ボタンパネル

17H282 LCDパネル

25C427 CANボード

25E312 電源ボードヒューズ (数量 5)

附附附属属属品品品

電電電源源源ケケケーーーブブブルルル

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

17J586 電源ケーブル、36フィート(11
メートル)

17J588 電源ケーブル、66フィート(20.1
メートル)

17J589 電源ケーブル、99フィート(30.2
メートル)

マママウウウンンントトト用用用ブブブラララケケケッッットトト

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

17H288 ブラケット、壁面取り付け型、
24Z098, 24Z099用

ソソソフフフトトトウウウェェェアアア

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

17J278 ソフトウエア、メインボード

ソフトウェアは、コントローラーのメモリーの
うち、システムのタイプを決めている部分には
影響を及ぼしません。

GracoGracoGraco CANCANCAN ケケケーーーブブブルルル

部部部品品品番番番号号号 説説説明明明

130193 0.5 m (1.6 ft)

121001 1 m (3.3 ft)

121002 1.5 m (4.9 ft)

121003 3 m (9.8 ft)
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サササイイイズズズ
制制制御御御部部部

3A4881F 77



サイズ

前前前面面面合合合わわわせせせマママウウウンンントトト

6.26 in.
(15.9 cm)

5.71 in.
(15.0 cm)

7.65 in.
(19.4 cm)

3.30 in.
(8.4 cm)

M6 X 1 mm

壁壁壁面面面マママウウウンンントトトブブブラララケケケッッットトト 17H28817H28817H288
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技術的仕様

技技技術術術的的的仕仕仕様様様

ProBellProBellProBell静静静電電電コココンンントトトロロローーーラララーーー

米米米国国国 メメメーーートトトルルル法法法

公称入力電圧 100-240 VAC

周波数 50-60 Hz

入力電源 40 VA

公称出力電圧 (アプリケーターへ) 実効 10V

公称出力電流 (アプリケーターへ) 最大 1.2 A

外部電源条件 100-240 Vac、50/-60 Hz、1 アンペア最大電流、 最大15ア
ンペアのサーキットブレーカが必要です

保護タイプ IP54

周囲温度範囲 41°F - 104°F 5°C - 40°C

サイズ　

幅 6.8 インチ　 173 mm

奥行き　 4.8 インチ 122 mm

高さ 7.5 インチ 191 mm

重量 約 4.5 ポンド 約 2.0 kg

3A4881F 79



GracoGracoGraco社社社標標標準準準保保保証証証

Graco は、直接お買い上げ頂けたお客様のご使用に対し、販売日時から、本ドキュメントに記載され
た、Graco が製造し、かつ Graco の社名を付したすべての装置の材質および仕上がりに欠陥がないこ
とを保証します。Graco により公表された特殊的、拡張的または制限的保証を除き、販売日時から起算
して 12 ヶ月間、Graco により欠陥があると判断された装置の部品を修理、交換致します。この保証は
装置がGracoが明記した推奨に従って設置、操作、保守された場合にのみ適用します。
誤った設置、誤用、摩擦、腐食、不十分または不適切な保守、怠慢、事故、改ざん、または Graco 製
でない構成部品の代用が原因で発生した一般的な消耗、あるいは誤動作、損傷、摩耗については、本
保証の範囲外であり、Graco は一切責任を負わないものとします。また、Graco の装置と Graco に
よって提供されていない構成、付属品、装置、または材料の不適合、あるいは Graco によって提供さ
れていない構成、付属品、装置、または材料の不適切な設計、製造、取り付け、操作または保守が原
因で発生した誤動作、損傷、または摩耗については、Graco は一切責任を負わないものとします。
本保証は、Graco 認定販売代理店に、主張された欠陥を検証するために、欠陥があると主張された装置
が支払済みで返却された時点で、条件が適用されます。主張された欠陥が確認された場合、Graco はす
べての欠陥部品を無料で修理または交換します。装置は、輸送料前払いで、直接お買い上げ頂けたお客
様に返却されます。装置の検査により材質または仕上がりの欠陥が明らかにならなかった場合は、修理
は妥当な料金で行われます。料金には部品、労働、および輸送の費用が含まれる可能性があります。
THISTHISTHIS WARRANTYWARRANTYWARRANTY ISISIS EXCLUSIVE,EXCLUSIVE,EXCLUSIVE, ANDANDAND ISISIS INININ LIEULIEULIEU OFOFOF ANYANYANY OTHEROTHEROTHER WARRANTIES,WARRANTIES,WARRANTIES, EXPRESSEXPRESSEXPRESS OROROR
IMPLIED,IMPLIED,IMPLIED, INCLUDINGINCLUDINGINCLUDING BUTBUTBUT NOTNOTNOT LIMITEDLIMITEDLIMITED TOTOTO WARRANTYWARRANTYWARRANTY OFOFOF MERCHANTABILITYMERCHANTABILITYMERCHANTABILITY OROROR WARRANTYWARRANTYWARRANTY
OFOFOF FITNESSFITNESSFITNESS FORFORFOR AAA PARTICULARPARTICULARPARTICULAR PURPOSE.PURPOSE.PURPOSE.
保証契約不履行の場合のGraco社のあらゆる義務およびお客様の救済に関しては、上記規定の通りで
す。購入者は、他の補償 (利益の損失、売上の損失、人身傷害、または器物破損による偶発的または結
果的な損害、または他のいかなる偶発的または結果的な損失を含むがこれに限定されるものではない)
は得られないものであることに同意します。補償違反に関連するいかなる行為は、販売日時から起
算して 2 年以内に提起する必要があります。
GRACOGRACOGRACO MAKESMAKESMAKES NONONO WARRANTY,WARRANTY,WARRANTY, ANDANDAND DISCLAIMSDISCLAIMSDISCLAIMS ALLALLALL IMPLIEDIMPLIEDIMPLIED WARRANTIESWARRANTIESWARRANTIES OFOFOF
MERCHANTABILITYMERCHANTABILITYMERCHANTABILITY ANDANDAND FITNESSFITNESSFITNESS FORFORFOR AAA PARTICULARPARTICULARPARTICULAR PURPOSE,PURPOSE,PURPOSE, INININ CONNECTIONCONNECTIONCONNECTION WITHWITHWITH
ACCESSORIES,ACCESSORIES,ACCESSORIES, EQUIPMENT,EQUIPMENT,EQUIPMENT, MATERIALSMATERIALSMATERIALS OROROR COMPONENTSCOMPONENTSCOMPONENTS SOLDSOLDSOLD BUTBUTBUT NOTNOTNOT MANUFACTUREDMANUFACTUREDMANUFACTURED
BYBYBY GRACO.GRACO.GRACO.Gracoにより販売されているが当社製品でないアイテム(電気モータ、スイッチ、ホース
等)は、上記アイテムの製造元の保証に従います。Gracoは、これらの保証違反に関する何らかの主張
を行う際は、合理的な支援を購入者に提供いたします。
いかなる場合でも、Graco は Graco の提供する装置または備品、性能、または製品の使用またはその
他の販売される商品から生じる間接的、偶発的、特別、または結果的な損害について、契約違反、補
償違反、Graco の不注意、またはその他によるものを問わず、一切責任を負わないものとします。
FOR GRACO CANADA CUSTOMERS
The Parties acknowledge that they have required that the present document, as well as all documents,
notices and legal proceedings entered into, given or instituted pursuant hereto or relating directly or
indirectly hereto, be drawn up in English.Les parties reconnaissent avoir convenu que la rédaction du
présente document sera en Anglais, ainsi que tous documents, avis et procédures judiciaires exécutés,
donnés ou intentés, à la suite de ou en rapport, directement ou indirectement, avec les procédures
concernées.

GracoGracoGraco ののの情情情報報報
Graco 製品についての最新情報には、www.graco.com に移動してください。特許の情報については、
www.graco.com/patentsを参照してください。

注注注文文文にににつつついいいてててははは、、、Graco 販売代理店にお問い合わせください。または、にて最寄りの販売代理店をご
確認ください。
電電電話話話、、、612-623-6921または無無無料料料通通通話話話、、、1-800-328-0211 フフファァァッッックククススス、、、612-378-3505

本文書に含まれる全ての文字および図、表等によるデータは、出版時に入手可能な最新の製品情報を反映しています。
グラコは、何時でも予告なく内容を変更する権利を有します。
取扱説明書原文の翻訳。 This manual contains Japanese, MM 3A3657

GracoGracoGraco Headquarters:Headquarters:Headquarters:Minneapolis
海海海外外外拠拠拠点点点、、、Belgium, China, Japan, Korea

GRACOGRACOGRACO INC.ANDINC.ANDINC.AND SUBSIDIARIESSUBSIDIARIESSUBSIDIARIES ••• P.O.BOXP.O.BOXP.O.BOX 144114411441 ••• MINNEAPOLIS,MINNEAPOLIS,MINNEAPOLIS, MNMNMN 55440-144155440-144155440-1441 ••• USAUSAUSA
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